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中国・四国ブロックの各支援センターの取り組み

主催事業 アート活動をはじめようとする事業所のファーストステップに伴走する企画

主催事業 パスレルメタバースプロジェクト

　中国・四国 Artbrut Support Center passerelle （パスレル）が、障害者芸

術文化活動普及支援事業の中国・四国ブロックの広域センターとして活動を

開始して、今年度で4年目を迎えました。

　今年度は、新型コロナウイルス感染症が5類に移行し、大きな変化が起こっ

た年となりました。少しずつ以前のような日常が戻りつつあります。各地の支援セ

ンターの皆さんも、状況に応じて柔軟に対応し、企画を変革してこられました。

　また、今年度は、当センター主催事業として、「メタバース内でのギャラリー事

業」を実施しました。 この企画は、芸術文化活動（鑑賞、創造、発表等）に参加す

る機会の確保を主目的としつつ、情報保障にも最大限考慮した空間を構築する

ことで、障害の有無に関わらず、「誰もが楽しめる」事業として実施しました。

　「メタバース内でのギャラリー事業」は発表・創造・鑑賞の機会の拡張の可能

性を大いに秘めていると感じました。本事業で企画した『Blue Sky Zoo』にお

いてメタバースの空間を所狭しと多種多様な作品が動き回る様子は躍動感に

満ちており、作家さんの思いがダイレクトに伝わってくるような気がしています。

本事業に取り組む私たちにとって新たな気づきを与えてくれる企画となりました。　　

本書が、本事業を知っていただくきっかけになるとともに、障害者の芸術文化活

動普及支援の一助になれば幸いです。

中国・四国Artbrut Support Center passerelle
センター長　　 

岡村 忠弘

えすぱす

つくしんぼ作業所

チャイルドハウス ひなたぼっこ

淡島学園

在宅療養ネットワーク ゆずぽっぷ
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▼あいサポート・アートとっとり展
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▲鳥取県立バリアフリー美術館グランドオープン記念イベント MeetuP vol.01

展
覧
会

鳥取県立バリアフリー美術館
グランドオープン記念イベント MeetuP vol.01
2023.6.16（金）～6.25（日）
会場：とりぎん文化会館

「鳥取県立バリアフリー美術館」のオンライン上の常設展
示室1～3に収蔵した32作品を展示。創作活動のトークイベ
ントも。

鳥取県立バリアフリー美術館
グランドオープン記念イベント MeetuP vol.02
2023.8.16（水）～8.24（木）
会場：米子コンベンションセンター

「鳥取県立バリアフリー美術館」のオンライン上の常設展
示室4、5に収蔵した22作品を展示。創作活動のトークイベ
ントも。

展
覧
会

鳥取県はーとふるアートギャラリー合同展
「はーとをふるわせて3」

2023.10.28（土）～2023.11.8（水）
会場：ギャラリーからふる
障がいと共に生きるアーティスト達の作品を気軽に鑑賞でき
る「鳥取県はーとふるアートギャラリー」の合同展。

あいサポート・アートとっとり展の企画運営
2023.12.9（土）～12.17（日）、
2024.1.10（水）～1.17（水）、
2024.1.25（木）～1.30（火）
会場：米子市美術館,倉吉未来中心,鳥取県立博物館
鳥取県内の障がいのある人たちを対象に募集したアート作
品を一堂に展示する展覧会。
主催：鳥取県
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そ
の
他

鳥取県立バリアフリー美術館の管理運営 
2023.4.1（土）～2024.3.31（日） 
障がいのあるアーティストの作品に特化したオンライン上
の美術館の管理運営、3回の企画展の実施、作品の発
掘調査。

障がい者アート活動支援事業補助金
障がいのある方を含むグループ・団体が、作品展への出展
や発表会への出演などを目指し、指導者等の指導を受けな
がら行うアート活動等に対して支援を行う制度。

フリーペーパーHugsの発行
2023年6月、9月、12月　2024年3月
障がいと共に生きるアーティスト達とそこにある世界を発信
noteも運用。

「ユニバーサル・ツーリズム鳥取」への協力
2023.11.3（金）～11.30（木）
会場：三朝温泉5旅館
美術旅館と称し旅館に作品展示。ポスター、WEB連携も。
主催：全国手をつなぐ育成会連合会、日本芸術文化振興会、文化庁

▲フリーペーパー Hugs

▼フクシ×アートフォーラム「新しいフクシの形、アートの形」

▲表敷功作品展「わにかいぬかわかりません」

展
覧
会

表敷功作品展「わにかいぬかわかりません」
2024.3.8（金）～3.12（火）
会場：米子市美術館
鳥取県米子市にある社会福祉法人もみの木福祉会でアー
ト活動を行っていた表敷功さんの作品展。

イ
ベ
ン
ト

フクシ×アートフォーラム
「新しいフクシの形、アートの形」 

2023.11.19（日）
会場：丸由百貨店5Fテラス
フクシ×アートWEEKs 2023連携企画。フクフクプラス代表
福島治氏,山陰ご当地フォント実行委員会遠藤氏・松下氏

あいサポ展連携企画
映画「地蔵とリビドー」上映会&トークショー 
2023.12.10（日）、2024.1.28（日）
会場：米子市立図書館, 鳥取県立博物館
滋賀県にあるやまなみ工房のドキュメンタリー映画の上映会
と山下施設長と地元施設のトークショー。
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展
覧
会

アクアート -うみ・いろ・かたち展-
2023.11.29（水）～12.11（月）
会場：島根県立しまね海洋館アクアス ペンギン館
アクアート -しずかでにぎやかなうみ-で創作した作品の展
示会。土・日曜日には海の見える大きなガラス面にステンド
シールを貼るワークショップやAR鑑賞も開催。
主催・運営 ： 島根県障がい者文化芸術活動支援センター アート
ベースしまねいろ
共催 ： 島根県立しまね海洋館アクアス、 島根県立大学 地域政策
学部 地域づくりコース 村岡ゼミ、 アトリエ・スノイロ

令和5年度 島根県障がい者アート作品展
2023.12.8（金）～12.10（日）
会場：島根県立美術館ギャラリー
島根県内在住の障がいのある方のアート作品の展示、
公開審査による支援者向けワークショップと審査、表彰式
(オープニングセレモニー)。招待作品の展示。
主催：島根県、島根県障がい者文化芸術活動支援センター アート
ベース しまねいろ
運営：島根県障がい者文化芸術活動支援センター アートベース
しまねいろ
連携：社会福祉法人島根県社会福祉協議会、島根県知的障害者
福祉協会、公益財団法人しまね文化振興財団、島根県障害者社
会参加推進センター、島根県立大学・島根県立大学短期大学部、
鳥取県「あいサポート・アートセンター」

展
覧
会

令和5年度島根県障がい者アート作品展巡回展 
in グラントワ
2024.2.23（金）～2.25（月）
会場：島根県芸術文化センター「グラントワ」多目的ギャ
ラリー
令和5年度島根県障がい者アート作品展の受賞作品38点
の展示と招待作品の展示、絵付け体験のワークショップ。
主催：島根県、島根県障がい者文化芸術活動支援センター アート
ベースしまねいろ
連携 ：アトリエ・スノイロ、鳥取県「あいサポート・アートセンター」

イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

粘土でおばけを作ろうワークショップ
2023.8.1（火）
会場：社会福祉法人いわみ福祉会 放課後等デイサービ
ス バンビーノ
放課後等デイサービスの児童に粘土を思いのままにこねて
おばけを作るワークショップ。成型後焼成し返却。
主催：島根県障がい者文化芸術活動支援センター アートベース
しまねいろ
連携：立花 航

伝わる展示のつくり方 -立体作品編-
2023.9.16（土）
会場：浜田市世界こども美術館 第1・2多目的ホール
福祉サービス事業所等の支援者や展示に関心のある方を
対象に、基本的なアート展示の見せ方を学ぶ講座。昨年は
平面作品テーマに、今年度は立体作品をテーマに実施。グ
ループ毎の立体作品の展示実践やキャプションづくりのワー
クショップにも取り組んだ。
主催・運営：島根県障がい者文化芸術活動支援センター アート
ベースしまねいろ
連携 ：鞆の津ミュージアム、 アトリエ・スノイロ

邇摩分教室わくわくプロジェクト
2023.6.20（火）～10.31（火）
会場：島根県立出雲養護学校邇摩分教室
三瓶こもれびの広場木工館
大田市内での課外授業
邇摩分教室生徒の描いた大田市のイメージイラストを三瓶
こもれびの広場木工館が大田市の特産品をアピールする
Tシャツのデザインに採用・商品化する取組み。プロジェクト
に当たり地域リサーチ、イラスト創作ワークショップ、創作し
たイラストで学校でもグッズ制作を行い地域連携に活かす
など学校活動にも広がりを見せた。
主催：島根県立出雲養護学校邇摩分教室、三瓶こもれびの広場
木工館
連携：島根県障がい者文化芸術活動支援センター アートベース
しまねいろ、 アトリエ・スノイロ

▼令和5年度島根県障がい者アート作品展巡回展 in グラントワ

◀︎アクアート ワークショップでガラス面にステンドシール貼り
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▲令和5年度島根県障がい者アート作品展 公開審査会の様子
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プ

アクアート -しずかでにぎやかなうみ-
2023.11.7（火）
会場：島根県立しまね海洋館アクアス ペンギン館
障がい者を対象としたアート創作イベント。休館日の水族館
を観覧した後、海の生き物を眺めながら絵画・粘土・ステッ
チシール貼り等好きな創作を気ままに行う。児童・成人の2
部構成で実施。
主催・運営 ： 島根県障がい者文化芸術活動支援センター アート
ベースしまねいろ
共催 ： 島根県立しまね海洋館アクアス、 島根県立大学 地域政策
学部 地域づくりコース 村岡ゼミ、 アトリエ・スノイロ

にぎやかな学校
2023.11.23（木）
会場：HEKICHI KAKINOKI僻地柿木

にぎやかな日  々in グラントワ
2024.1.21（日）
会場：島根県芸術文化センター「グラントワ」大ホール
グラントワダイバーシティいわみ事業 文化庁委託事業「令
和5年度障害者等による文化芸術活動推進事業」障がい
のある無しに関わらず楽しめる「にぎやかな音楽隊」による
ミニコンサート。ゲストに「チリンとドロン」、地元ミュージシャ
ンなどを招く。体を揺らしたり、踊ったり、リラックスした雰囲
気。音楽会用鑑賞サポートや、コンサートに楽しく参加でき
るための自分で描くメダル作りワークショップも実施。
主催：文化庁、島根県、（公財）しまね文化振興財団（いわみ芸術
劇場）
共催：島根県障がい者文化芸術活動支援センターアートベースし
まねいろ

▲アクアート- しずかでにぎやかなうみ - 制作風景

▼にぎやかな学校 音楽隊と一緒に
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そ
の
他

文化施設におけるＵＤ(ユニバーサルデザイン）
セミナー
2024.2.14（水）
会場：岡山県消費生活センター研修室
多様な来館者に配慮した対応に役立てるため、文化施設
の職員等を対象にセミナーを開催。

関係機関との連絡会議
2023.6.8（木）
オンライン開催
今年度の支援センターの取組報告、意見交換等を実施。

情報発信
2023.4.3（月）～2024.3.29（金）
県内外の文化芸術に関する情報を、ホームページを通じて
発信。

▲左：アートギャラリー（12月きらめきプラザ）／右：アートギャラリー（８月岡山空港）

▲ノウフクマルシェ（ステージイベント）

▲文化施設におけるＵＤ(ユニバーサルデザイン）セミナー

ゆうあい福祉展▶︎

展
覧
会

障害のある人のアートギャラリー
2023.4.3（月）～2024.3.29（金）
※月ごとに作品を入れ替え
会場：県庁県民室（8月、12月、2月以外）、岡山空港（8
月）、きらめきプラザ（12月）、岡山県生涯学習センター

（2月）
福祉施設等の利用者が制作した、絵画等の平面作品を
展示。

イ
ベ
ン
ト

ノウフクマルシェ（ステージイベント）
2023.10.29（日）
会場：下石井公園
障害のある方やその仲間たちによる、ピアノ演奏、鍵盤
ハーモニカ、手話歌等を実施。

ゆうあい文化祭
（岡山県知的障害者福祉展開催事業）

2023.12.16（土）ほか
会場：西大寺緑花公園百花プラザ ほか
県内の施設利用者による、写真や作品等を展示。
主催：岡山県、岡山県知的障害者福祉協会
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◀︎ 鑑賞支援 みんなで楽しむ「第3回おしゃべり鑑賞会 〜美術館でアートを見よう〜」

専門家派遣（継続型）「創作」を楽しもう▶︎

▲体験ワークショップ「書道を楽しもう」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

助成事業「アートの巣箱」
集まれ！ぼくらの星ここにいるよ
2024.1.12（金）～1.14（日）
会場：JMS アステールプラザ 1F ギャラリー
ダンスワークショップ。
主催：ART COMPLEX HIROSHIMA
協力：KAZOO
助成：令和 5 年度広島県障害者文化芸術活動支援事業

体験ワークショップ「書道を楽しもう」
2023.11.11（土）
会場：広島市東区民文化センター 美術工芸室

「書道」を楽しむワークショップ。
講 師：広島大学 大学院人間社会科学研究科・教授 教育学部 
副学部長  松本仁志 氏 
主催：広島県
実施団体：広島県アートサポートセンター

専門家派遣（単発型）「書」を楽しもう
2023.6.10（土）
会場：西原さんの自宅

「書」に取り組むワークショップ。
講師：高津佳代子 氏
実施団体：広島県アートサポートセンター

専門家派遣（継続型）「創作」を楽しもう
2023.11.10（金）、11.24（金）、12.8（金）、12.22（金）、
2024.1.26（金）、2.16（金）、3.8（金）、3.22（金）
会場：就労継続支援 かなで
創作（染め、編み物、立体作品、スタンピング）の体験。
講師：細川 泉 氏
実施団体：広島県アートサポートセンター

おきらく劇場ピロシマ　演劇クラブ
①2023.6.25（日）、②8.27（日）
③10.22（日）、④12.17（日）
会場：広島市中央公民館
⑤2024.2.25（日）、⑥3.10（日）
会場：三篠公民館
演劇の手法を使った表現ゲームや、チームでの演劇作品
創作の体験。
主催：一般社団法人舞台芸術制作室無色透明
協力：認定NPO法人ひゅーるぽん、アートサポートセンターひゅるる
後援：広島県

演
劇
公
演

ゆかいに共生ゆーとぴあ企画
おきらく劇場ピロシマによる演劇公演

『まいるまいるまいる』
2024.1.13（土）～1.14（日）
会場：WAKO ゲバントホール
障害の有無に関係なく誰でも一緒に演劇を楽しめる劇団

「おきらく劇場ピロシマ」による演劇公演。
主催：一般社団法人舞台芸術制作室無色透明
協力：認定NPO法人ひゅーるぽん、広島県アートサポートセン
ター、烏丸ストロークロック、医療法人社団友和会
後援：公益財団法人ひろしま文化振興財団
協賛：合同会社kitaya505、ラボチ、合同会社nochi、大体2mm
 経済産業省コンテンツ海外展開促進・基盤強化事業費補助金（ラ
イブエンタメ産業の基盤強化支援）JLOX補助事業

鑑
賞
会

鑑賞支援 みんなで楽しむ
「第 3 回おしゃべり鑑賞会 ～美術館でアート
を見よう～」
2024.2.24（土）
会場：広島県立美術館 2 階展示室
知的障がいのある方を対象にした対話型鑑賞会。
ファシリテーター：学芸員 森 万由子 氏
主催：広島県、広島大学、広島県立美術館、広島県アートサ
ポートセンター
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ネットワークの構築「のらのらの会」
①2023.5.31（水）
会場：社会福祉法人ひとは福祉会
社会福祉法人ひとは福祉会の視察と座談会。
②2023.7.20（木）
会場：ウッドワン美術館
鑑賞会と座談会。
③2023.9.20（水）
会場：ウェンディひと・まちプラザ
アート・ルネッサンスの展示作業と交流会。
④2023.10.12（木）
会場：広島市現代美術館
対話型鑑賞会と意見交換会。
⑤2024.1.25（木）～1.30（火）
会場：ギャラリー宮郷
展覧会「ハナサクモリの冒険特別編～星とカラフル～」
⑥2024.3.4（月）～3.6（水）
会場：鞆の浦燧治、鞆の浦さくらホーム、ぬか つくると
こ、ありがとうファーム、旭川荘
広島県知的障害者福祉協会 事業部会 文化・芸術活動
の部圏域委員会の事例発表会の参加。鞆の浦さくらホー
ム、ぬか つくるとこ、ありがとうファーム、社会福祉法人旭川
荘の視察。座談会。
のらのらの会は、様々なバックグラウンドを持つ人々が集まり、年
齢や業種、キャリアの垣根を越えて、共通の趣味や感じたことを
共有し、意見交換を行う場です。広島県内で行われている活動や
その方向性を共有し、従来の研修やセミナーでは得られない現場
での経験を通じて学び合います。
主催：のらのらの会
協力：太田川学園、ひとは福祉会、友和の里、ほっとスペースぽん
ぽん、広島県知的障害者福祉協会事業部会 文化・芸術活動の部
圏域委員会、art201、株式会社ウッドワン、広島県アートサポート
センター

人形劇「一寸法師」とお楽しみ交流会 
2024.3.9（土）
会場：広島マリーナホップ
デフ・パペットシアター・ひとみによる人形劇「一寸法師」とお
楽しみ交流会。
主催：広島県
実施団体：広島県アートサポートセンター
後援：一般社団法人広島市ろうあ協会、社会福祉法人広島聴覚
障害者福祉会、広島県手話サークル連絡協議会、特定非営利活
動法人広島県手話通訳問題研究会

イ
ベ
ン
ト

アートセミナー&座談会 1
もしも「新しい表現活動をしたい」「絵を描きたくな
い」と言われたら
2023.8.5（土）
会場：東広島芸術文化ホールくらら 工作室
太田川学園の事例を通して、表現活動のサポートをする
環境づくりについて考え、創作現場に関わる権利について
学ぶ。
講師：［取り組み発表］太田川学園 羽鳥智裕 氏、［権利保護につ
いて］弁護士 三浦友美 氏 
主催：広島県
実施団体：広島県アートサポートセンター

アートセミナー&座談会 2 
もしも「絵が欲しいよ（買いたいよ）」と言われたら
2023.9.5(火)
会場：ウッドワンさくらぴあ 会議室
アートスペースからふるの事例を通して、作品の可能性を
知るとともに発表や二次利用の際に気を付けるポイントを
学ぶ。
講師：［取り組み発表］アートスペースからふる 理事長 妹尾恵依
子 氏、［権利保護について］弁護士 三浦友美 氏 
主催：広島県
実施団体：広島県アートサポートセンター・鳥取県あいサポート
アートセンター

アートセミナー&座談会＋ワークショップ3
もしも「書道がしたいよ」「きれいな字が書きたい
よ」と言われたら
2023.11.11（土）
会場：広島市東区民文化センター 美術工芸室
書道をサポートする際に必要なポイントを学ぶ。
講 師：広島大学 大学院人間社会科学研究科・教授 教育学部 副
学部長 松本仁志 氏
主催：広島県
実施団体：広島県アートサポートセンター

アートセミナー&座談会 4
もしも「アートって何 ?」って言われたら、そして
思ったら
2023.12.1（金）
会場：合人社ウェンディひと・まちプラザ 研修室C

「ぬか つくるとこ」の取り組みを通して「アートの考え方」に
ついてみんなで考える。
講 師：ぬか つくるとこ 代表 中野 厚志 氏 
主催：広島県
実施団体：広島県アートサポートセンター

▲ アートセミナー&座談会 4 もしも「アートって何 ?」って言われたら、そして思ったら

そ
の
他

第21回 広島アビリンピック
障がいのあるアーティストによる作品展示
2024.1.6（土）
会場：ポリテクセンター広島
広島県内の展覧会で活動している障がいのあるアーティス
ト12名と特別支援学校（１校）の生徒さんの作品展示。
主催：独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構広島支部、
広島県 
後援：広島労働局 広島市
協賛：ANAクラウンプラザホテル広島、あいおいニッセイ同和損
害保険株式会社広島支店、株式会社アンデルセンサービス、グラ
ンドプリンスホテル広島、株式会社経済レポート、株式会社だち
株式会社ナガ・ツキ株式会社ニシキプリント、ひろぎんビジネス
サービス株式会社、株式会社広島情報シンフォニー、公益社団法
人広島ビルメンテナンス協会、株式会社フレスタ、ホテルグラン
ヴィア広島
展示協力：認定NPO法人ひゅーるぽん、広島県アートサポートセ
ンター

専門家派遣（単発型）
作品展示についての研修会
2024.3.9（土）
会場：社会福祉法人 静和会 大日学園
職員を対象にした、「展示」についての研修会。
講師：ギャラリーミヤウチ学芸員 今井みはる 氏
実施団体：広島県アートサポートセンター

鑑賞支援 広島県立美術館紹介動画の制作
撮影：2023.12.4（月）
場所：広島県立美術館
配信：2024年3月下旬を予定
配信場所：広島県立美術館ホームページ
美術館へのアクセスを促す紹介動画の制作。
主催：広島県、広島大学、広島県立美術館、広島県アートサポート
センター
協力：おきらく劇場ピロシマ
撮影・編集：株式会社 結movie

鑑賞支援 遠隔ロボットを使った鑑賞サポート
会場：合人社ウェンディひと・まちプラザ
アーティスト対象。アート・ルネッサンス会場にて、遠隔ロボッ
トを使って鑑賞とイベント参加のサポート。
主催：広島県、広島大学、広島県アートサポートセンター
協力：広島支援機器研究会

そ
の
他

表現を楽しもうプロジェクト
「アーティストに会いにいってみた」

取材・撮影：2024年2月
配信：3月中旬以降随時
訪問場所：ほっとスペースぽんぽん、広島市佐伯区、
ニューライフ君田、広島市安佐南区
配信場所：広島県アートサポートセンターチャンネル
広島県内で表現活動に取り組む人を紹介するYouTube
番組。
実施団体：広島県アートサポートセンター

YouTube番組「ひゅるりんぱ」
2023年7月、9月、10月、11月、12月、
2024年1月、3月配信
会場：広島県アートサポートセンターYouTubeチャンネル
広島県内のアート情報の発信と様々な表現（アート）を楽し
むことを目的にしたYouTube番組。
実施団体：広島県アートサポートセンター

アート相談窓口
①2023.10.31（火）
会場：広島県立美術館
②2023.12.2（土）
会場：ふくやま美術館
あいサポートアート展の会場にてアート相談窓口を設置し、
アドバイザーが相談対応を行う。
主催：広島県
実施団体：広島県アートサポートセンター

▲ YouTube番組「ひゅるりんぱ」
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展
覧
会

笠野智也作品展
2023.４.29（土・祝）～5.28（日）
会場：徳島県立障がい者交流プラザ 1階プラザギャラリー
笠野智也氏が制作した油絵12点の展示と作者紹介ビデ
オの上映。
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター

第3回 全国公募「Tシャツデザイン展」
2023.7.14（金）～8.16（水）
会場：徳島県立障がい者交流プラザギャラリー
710点の応募作品の展示及び優秀賞受賞者とクリエイ
ターが協働しTシャツを商品化し販売する。
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター

第9回 「障がい者アーティストの卵」発掘展
2023.9.6（水）～9.10（日）
会場：徳島県立近代美術館ギャラリー
徳島県内の障がい者の制作したアート作品131点の展示
すると共に、審査委員による選考を行い優秀な作品を表
彰。また、全作品を掲載した作品集を制作・配布。
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター

第9回 「障がい者アーティストの卵」発掘展
受賞作品巡回展
2023.9.23（土）～12.18（月）
会場：徳島県立障がい者交流プラザ、阿波銀プラザ
第9回「障がい者アーティストの卵」発掘展受賞作品13点
の県内２か所での巡回展示。
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター

▲私のことば2023展

▲第3回 全国公募「Tシャツデザイン展」

▲ 第9回 「障がい者アーティストの卵」発掘展

▼「あつまれ！みんなで楽しもう！！」音楽療法体験

展
覧
会

私のことば2023展 
2023.12.13（水）～12.18（月）
会場：阿波銀プラザ
支援センター開設5周年記念展。県内アーティスト12名35
点の作品の展示および作者紹介ビデオの上映。
記念講演：特定非営利活動法人100年福祉会 片山工房 理事長 
新川修平 氏
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター
共催：株式会社 阿波銀行

「ひとりひとり、いろいろで、まる。」
工房まる作品展
2024.2.21（水）～3.3（日）
会場：徳島県立近代美術館ギャラリー
特定非営利活動法人まる「工房まる」（福岡市）で制作さ
れた５４名の作品約110点の展示および公開制作。
ゲストトーク：主任支援員 池永健介 氏
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター
協力：特定非営利活動法人まる 工房まる

Spring展
2024.3.20（水）～4.14（日）
会場：徳島県立障がい者交流プラザ 1階プラザギャラリー
県内障がい者13名の制作した作品、31点の販売。
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「あつまれ！みんなで楽しもう！！」音楽療法体験
2023.8.1（水）
会場：徳島県立二十一世紀館多目的活動室
音楽療法体験。
講師：フロリダガルフコースト大学名誉教授
マイケル・ローバッカー氏
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター
共催：徳島文理大学
協力：徳島文理大学音楽学部

「マスキングテープで表現してみよう」
2023.11.5（日）
会場：ふらっとKOKUFU
指で簡単にちぎって気楽に壁に貼ったり剥がしたりできる、
マスキングテープを使っての表現について学ぶ。
講師：徳島大学准教授 田中 佳 氏
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター　
共催：徳島大学人と地域共創センター
協力：徳島大学ホスピタルアートクラブ

▲「ひとりひとり、いろいろで、まる。」工房まる作品展

▼ 「あつまれ！みんなで楽しもう！！」音楽療法体験
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そ
の
他

相談記録簿の作成
通年
会場：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター
創作活動についてや、発表などに関する相談を随時受付
と情報提供。

プラザギャラリー貸出業務
通年
会場：徳島県立障がい者交流プラザ プラザギャラリー
プラザギャラリーの貸出調整および、展示アドバイス。
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター

イ
ベ
ン
ト

「知的財産権の基礎を学ぼう」
2023.10.４（水）
会場：徳島県立二十一世紀館 イベントホール
知的財産権に関する法的トラブルに巻き込まれないように
するために、知的財産権の基礎知識を学ぶ。
講師：弁護士 戸田順也 氏
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター
共催：INPIT徳島県知財総合支援窓口

「NFTって何？」
2023.12.7（木）
会場：徳島県立障がい者交流プラザ
NFTの仕組みと、今後の活用の可能性について学ぶ。
講師：四国大学准教授 上野 昇 氏
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター

第2回「みんなのはっぴょうかい」
2024.2.22（木）
会場：徳島県立二十一世紀館 イベントホール
15組、148名のダンス・楽器演奏・朗読などの舞台発表と
YouTubeによるライブ配信。
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター
協力：徳島文理大学音楽学部

そ
の
他

企画委員会の開催
2023.9.22（金）、2024.3.11（月）
会場：徳島県立障がい者交流プラザ
支援センターの事業について企画委員に報告および意見
交換。
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター

「ボーダレス・アートミュージアムNO-MA」・
「佐川美術館」見学

2023.10.18（水）
会場：ボーダレス・アートミュージアムNO-MA、佐川美
術館
見学及びNO-MAスタッフによる展示解説。さわって楽しむ
鑑賞に親しむ。また、佐川美術館の作品鑑賞。
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター

訪問調査
通年
会場：県内各地
施設・特別支援学校・個人を訪問し、芸術活動の現状等に
ついて調査。
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター

作品販売
通年
会場：徳島県立障がい者交流プラザ プラザショップ
プラザショップにおいて、1作家１ヶ月間アート作品を展示し
販売の機会とする。
主催：徳島県障がい者芸術・文化活動支援センター

ホームページ・SNSによる情報発信
通年
徳島県障がい者芸術・文化活動支援センターホーム
ページ・Instagram
主催の行事や募集内容について、また県内外のイベント情
報の発信。

▲ 第2回「みんなのはっぴょうかい」
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▲まちかどアート展

▲音楽鑑賞会 ▲ブルース・ヒューバナー尺八コンサート▲香川県障害者芸術祭2022 
〜キラリ☆と光る芸術祭〜 巡回展

展
覧
会

香川県障害者芸術祭2022
～キラリ☆と光る芸術祭～ 巡回展
①2023.6.1（木）～6.30（金）
会場：坂出市役所
②2023.7.18（火）～7.31（月）
会場：観音寺市役所
③2023.8.1（火）～8.13（日）
会場：かがわ総合リハビリテーション福祉センター
④2023.8.15（火）～8.25（金）
会場：香川県庁
⑤2023.11.6（月）～11.24（金）
会場：三木町役場
⑥2023.11.27（月）～12.22（金）
会場：さぬき市役所寒川庁舎
⑦2024.1.16（火）～2.4（日）
会場：香川県立図書館
香川県障害者芸術祭2022作品展で展示した作品の一部
を展示。（平面作品・大型共同作品・さをり織り反物・立体作
品の展示）

まちかどアート展
2023.7.13(木)～約1年間
会場：高松常磐町商店街
建築現場の仮囲いを利用し、香川県障害者芸術祭2022
作品展で展示した作品の一部を養生シートにプリントして
展示。

たかまつ元気DAY！展示
2023.11.23（木・祝）
会場：高松中央商店街（田町）
高松中央商店街内ギャラリーにて作品を展示。
主催：協同組合日専連高松
作品提供：ほのぼのワークハウス

コ
ン
サ
ー
ト

音楽鑑賞会（バイオリン・ピアノ）
2023.10.5（木）
会場：野の花
バイオリニスト青柳氏とピアニスト梅田氏を迎え、バイオリン
とピアノによるデュエット演奏会を開催。

ブルース・ヒューバナー尺八コンサート
2023.10.25（水）
会場：朝日園・のぞみ園
ブルース・ヒューバナー氏による日本の伝統楽器の「尺八」
のの音楽や音色を楽しむ鑑賞会を開催。
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

リズムワークショップ
2023.7.18（火）
会場：リール
元ザ・ブルーハーツのドラマー梶原氏を講師に迎え、ガム
テープ太鼓を使用したリズムワークショップを実施。

アートワークショップ＠白鳥園
2023.10.20（金）
会場：白鳥園
芸術家の千田氏を講師に迎え、「地域と白鳥園の集い」で
使用するステージ用バックアートを共同制作。

アートワークショップ＠ぷちふらわぁ
2023.11.29（水）
会場：ぷちふらわぁ
芸術家の横田氏を講師に迎え、新聞紙を利用したアート
ワークショップを実施。

▼アートワークショップ

そ
の
他

情報発信
2023.4.1（土）～2024.3.31（日）
県内外のイベント情報等をホームページを通じて発信。

相談事業
2023.4.1（土）～2024.3.31（日）
文化芸術活動に関する相談を随時受付。

運営委員会の開催
①2023.4.18（火）
会場：香川県庁
②2023.9.14（木）
会場：かがわ総合リハビリテーション福祉センター
③2024.3.21（木）
会場：香川県社会福祉総合センター
支援センターの活動状況の報告等。

展示会視察
2023.4.20（木）
会場：ふれあいの家
ふれあいの家作品展「ART☆ART2023」を視察。

活動視察 
①2023.5.19（金）
会場：明日葉
②2023.6.8（木）
会場：恵生ﾉ園
芸術家講師による造形教室の様子を視察。

そ
の
他

アートボランティア養成講座
2023.8.6（土）
会場：かがわ総合リハビリテーション福祉センター
障害者の文化芸術活動に関する講座の実施。

展示作業参加
2023.9.13（水）
会場：坂出市立美術館
第12回ふしぎnaたね展2023の展示作業に参加。

香川みんなのアートギャラリー
2023.12.1(金)～公開中
KAGAWAMOVES
ホームページ内特設ページ
KAGAWAMOVESホームページ内に、
常設展示型のギャラリーを設置。
https://www.kagawamoves.com/outsideart/

イラスト入りエコバッグの制作・販売
会場：香川県社会就労センター協議会
香川県障害者芸術祭 2022 に出展された作品の中から３
作品を選びエコバッグを制作・販売（※センターは企画・
販売に協力）。
企画・販売：香川県社会就労センター協議会

情報発信
2023.4.1（土）～ 2024.3.31（日）
県内外のイベント情報等をホームページを通じて発信。

▼イラスト入りエコバッグの制作・販売

▲リズムワークショップ
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展
覧
会

令和5年度 障がい者芸術文化祭
～愛顔ひろがる えひめの障がい者アート展～
2023.11.30（木）～12.10（日）
会場：愛媛県美術館

［入賞作品巡回展］
①2023.12.16（土）～12.24（日）
会場：IYO夢みらい館（伊予市)
②2024.1.13（土）～1.21（日）
会場：あかがねミュージアム（新居浜市）
③2024.1.24日（水）～2.1（木）
会場：テクスポート今治（今治市）
④2024.2.5（月）～2.9（金）
会場：宇和島市役所（宇和島市）
⑤2024.2.14（水）～2.21（水）
会場：西予市役所（西予市）
⑥2024.2.24（土）～3.7（木）
会場：愛媛県身体障がい者福祉センター（松山市）

【募集内容】平面作品：絵画（油彩、水彩、アクリル、貼
り絵、版画、デザインなど）、書（毛筆）
立体作品：陶芸、その他（彫刻、工芸、手芸）など

▲令和5年度 障がい者芸術文化祭
〜愛顔ひろがる えひめの障がい者アート展〜

◀︎令和5年度 障がい者芸術文化祭 〜愛顔ひろがる えひめの舞台芸術〜 成果発表会▶︎

イ
ベン
ト

令和5年度 障がい者芸術文化祭
～愛顔ひろがる えひめの舞台芸術～
オーディション：2023.7.15（土）
ワークショップ：2023.7.22（土）～12.16（土）の間
に29回
会場：愛媛県身体障がい者福祉センター
成果発表会リハーサル：2023.12.23（土）
成果発表会 Christmas Gift～聖者の行進～：
2023.12.24（日）午前・午後2回公演
会場：IYO夢みらい館
障がいの有無にかかわらず、県内在住の舞台芸術
に関心のある方々が参加。
主催：愛媛県
運営：愛媛県障がい者アートサポートセンター
委託事業者：有限会社中村ファミリーセンター
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そ
の
他

令和5年度
芸術文化活動を支援する人材の育成
2023.9.11（月）
会場：愛媛県身体障がい者福祉センター
アートにまつわる権利のきほんStep2
講師：三浦 友美氏

令和5年度
芸術文化活動を支援する人材の育成
第1回：2023.9.9(土)
第2回：2023.10.14(土)
第3回：2023.10.21(土)
会場：愛媛県身体障がい者福祉センター
表現力向上ワークショップ
講師：中村 和憲氏、近藤 誠二氏、新名 真裕美氏

令和5年度 障がい者芸術文化活動
外部指導者派遣事業
2023.8～2024.2
会場：各事業所
舞台分野：6事業所、美術分野：4事業所

▲令和5年度 芸術文化活動を支援する人材の育成

▲令和5年度 商品化支援事業 障がい者アートデザインコンペ

▲令和5年度 障がい者芸術文化活動外部指導者派遣事業

イ
ベン
ト

令和5年度 商品化支援事業
障がい者アートデザインコンペ
参加者選考：2023.6.17（土）
参加者説明会：2023.6.27（火）
ワークショップ：2023.7.11（火）
プレゼンテーション：2023.8.22（火）
表彰式及び商品化事業成果報告会：2024.1.31（水）
会場：愛媛県身体障がい者福祉センター他

・障がいのある方とデザイナーがチームを組み、企業
の課題に対しワークショップでアイデアを創出。
・各企業に採用されたデザインは、各企業により製造・
販売されている。

【協賛企業】らくれん牛乳部門：四国乳業株式会社、今治タ
オル部門：大磯タオル株式会社、松山鍋焼きうどん部門：愛
麵株式会社
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展
覧
会

展覧会「こどもの絵 ―今と昔―」
2023.7.15（土）～11.5（日）
会場：藁工ミュージアム
昭和20年～40年代の小学生や中学生などが描いた絵画
作品と、公募による現代の小学生が描いた絵画作品を紹
介する展覧会。
主催：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵

「第3回藁工アンパン アートバザール」
2023.11.17（金）～12.3（日）
会場：藁工ミュージアム

「アートだ ！」と思う作品なら、誰でも販売することができる
アートバザール。昨年度行った交流会や振り返り会での声
を受け、今回から「アーティスト応援BOX」を受付前に設置
した。
主催：藁工ミュージアム
共催：アートセンター画楽

わらこう Sou Sou 室 プレワークショップ 作品展
2024.3.15（金）～17日（日）、3.22（金）～24日（日）、3.29

（金）～31日（日）
会場：藁工ミュージアム エントランス

「わらこう Sou Sou 室」開設に先立ち行ったプレワーク
ショップの参加者が創作した作品を紹介する展覧会。10
名による21点の作品を展示した。
主催：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵

▲身体表現と舞台芸術の可能性を探るワークショップと作品づくり「身体に向き合うワークショップからつくるパフォーマンス」公演

▲わらこう Sou Sou 室 プレワークショップ 作品展

公
演

身体表現と舞台芸術の可能性を探る
ワークショップと作品づくり

「身体に向き合うワークショップからつくる
パフォーマンス」公演
2024.3.17（日）
会場：ダンスクリーム
参加者が自分の身体と感覚に向き合い、様々な要素によっ
て変化する身体を感じるためのワークから創作した作品の
パフォーマンス公演。出演者（ワークショップ参加者）の特
技や個性をパフォーマンスに取り入れ、これまでに経験した
ことがない公演だったという声を来場者からも出演者から
も多く頂いた。
主催：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵

いろいろいろを楽しむ演劇プロジェクト
手話表現でゲーム！！
2024.3.23（土）、24日（日）、30日（土）
会場：オーテピア 4階 集会室
立場や年齢、性別、障害の有無や国籍、その他いろいろな
属性などには関係なく、一人一人が対等な関係で一つの
空間と物語を共有しながら作品を創りあげていく演劇公演
に向けたプロジェクトの一環。演劇の手法を用いたゲーム
の中に手話表現を取り入れ、手話と表現に親しんだ。
主催：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵
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「第3回藁工アンパン アートバザール」
投げ銭パフォーマンスステージ
2023.12.3（日）
会場：蛸蔵

「アートだ ！」と思うパフォーマンスであれば、ジャンルを
問わず誰でも参加できる事前申込制のステージイベン
ト。名称を「投げ銭ライブ」から「投げ銭パフォーマン
スステージ」に変更したことで、音楽以外の表現者も
参加した。
主催：藁工ミュージアム
共催：アートセンター画楽
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展覧会「こどもの絵 ―今と昔―」関連企画
TJ☆WS「美術館×遊び場～ワークショップを
体験してつくってみよう～」
2023.6.20（火）～22日（木）
会場：藁工ミュージアム 展示室内
講師によるワークショップを体験し、「美術館で遊ぼう」を
テーマに子どもたちが楽しめるプログラムを参加者で考え
るワークショップ。参加者で考えたプログラムは展覧会の関
連イベントとして9月に実践。6月と9月のワークショップを通
じ、アートのジャンルを超え、ワークショップを行える人材の
育成を図った。
主催：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵

展覧会「こどもの絵 ―今と昔―」関連イベント
“美術館×遊び場”ワークショップ
 [ワークショップ1]絵の世界でソロキャンプ
 [ワークショップ2]宇宙ステーションを作ろう！
2023.9.2（土）、9.3（日）
会場：藁工ミュージアム 展示室内
6月に開催したワークショップ参加者考案による「美術館で
遊ぼう」をテーマにした、子どもたちが楽しめるワークショッ
ププログラム。参加者は、作品が展示されている空間の中
でソロキャンプをしたり宇宙ステーションを作ったりして楽し
んだ。
主催：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

身体表現と舞台芸術の可能性を探る
ワークショップと作品づくり

「身体に向き合うワークショップからつくる
パフォーマンス」ワークショップ
2024.1.21（日）、1.28（日）、2.4（日）、2.18（日）、2.25

（日）、3.10（日）、3.16（土）
会場：ダンスクリーム
参加者が自分の身体と感覚に向き合い、様々な要素によっ
て変化する身体を感じるためのワークから作品を創作して
いくためのワークショップ。ワークショップを通じて、身体の変
化に感覚を研ぎ澄まして自覚的になる体験をするとともに、
振付を覚えるという手法ではない身体表現のパフォーマン
スづくりを行った。
主催：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵

わらこうSou Sou 室（仮）プレワークショップ
藁工ミュージアムにあるいろいろな材料を使って
創作してみよう！
2024.2.10（土）、11日（日）
会場：わらこう Sou Sou 室（藁工ミュージアム内）
誰でも「想像」と「創作」を楽しむことができる登録制スペー
ス「わらこう Sou Sou 室」の体験も兼ねたワークショップ。
具象的な表現にとらわれない美術の創作体験を楽しんで
もらった。
主催：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵

そ
の
他

『高知市文化プラザかるぽーとリニューアルオー
プン記念事業
第7回高知市民ミュージカル「Gift of Life ～に
ぎやかな植物園～」
地域交流プログラム「プチミュージカル体験」』
への協力
2023.10.22（日）
会場：Uプロジェクト 2階 体育館
放課後等デイサービス等を行う福祉施設を訪問し、公演で
使用する楽曲の歌とダンスを体験してもらうワークショップ
開催に協力。ワークショップ内容の提案や公演出演者への
声掛け、施設との連絡調整、当日運営、訪問した福祉施設
への公演本番鑑賞への来場案内と来場時のサポートなど
を行った。

『高知市文化プラザかるぽーとリニューアルオー
プン記念事業
第7回高知市民ミュージカル「Gift of Life ～に
ぎやかな植物園～」』
への協力と鑑賞支援サービス実施
[稽古期間]2023.5～
[本番]2023.12.16（土）、12.17日（日）
会場：［稽古］高知市文化プラザかるぽーと 11階大講義室 
他、［本番］高知市文化プラザかるぽーと 大ホール
年齢や社会的立場、障害や舞台経験の有無に関係なく、誰
もが参加できる市民参加型ミュージカル上演への協力。障
がいのある方が安心して舞台に立つことができるよう稽古
のサポートを行った他、彼らをサポートする人材として公演サ
ポーターの育成にあたった。また上演時には、聴覚に障がい
がある方が演劇作品を鑑賞するための鑑賞支援サービス
を実施。タブレット端末貸出による字幕提供を行った。
主催：高知市、公益財団法人高知市文化振興事業団、公益社団法
人全国公立文化施設協会

こうちミュージアムネットワーク情報交換会発表
「文化施設における障害者への合理的配慮につ
いて」
2023.5.23（水）
会場：高知市文化プラザかるぽーと 11階 大講義室
こうちミュージアムネットワーク総会後の情報交換会にて、
当該団体加盟館職員向けに障害者への合理的配慮（特
にソフト面）について学ぶ研修を行った。

そ
の
他

相談事業
通年
会場：藁工ミュージアム他適宜
電話、メール、FAX、SNS等のメッセージ、来館等さまざま
な方法で相談を受け付け、相談内容に応じた対応を適宜
行った。

作家・作品調査
通年
会場：個人宅、福祉施設、文化施設等
作家・作品の調査。主に、県内在住もしくは出身の方や県
内を拠点に活動する施設等を訪問して行った。

情報収集
通年
会場：個人宅、福祉施設、文化施設等
障がいのある方の文化芸術活動に関する情報収集。主に
県内で情報収集を行った。

「第7回高知市民ミュージカル体験ワークショップ」
への協力
2023.4.22（土）、4.23（日）
会場：高知市文化プラザかるぽーと 11階 大講義室
年齢や社会的立場、障害や舞台経験の有無に関係なく、
誰もが参加できる市民参加型ミュージカル上演の出演者
募集のための体験ワークショップへの協力。障がいのある
方が参加できるよう、センター職員が赴き、必要なサポート
や現場スタッフ等へのアドバイスなどを行った。

『第7回高知市民ミュージカル
「Gift of Life ～にぎやかな植物園～」
オーディションワークショップ』への協力
2023.5.6（土）、5.7（日）
会場：高知市文化プラザかるぽーと 11階 大講義室
年齢や社会的立場、障害や舞台経験の有無に関係なく、
誰もが参加できる市民参加型ミュージカル上演のための出
演者公募を行うオーディションワークショップへの協力。障
がいのある方が参加できるよう、センター職員が赴き、必要
なサポートや現場スタッフ等へのアドバイスなどを行った。

▲展覧会「こどもの絵 ―今と昔―」関連イベント “美術館×遊び場”［ワークショップ2］ 宇宙ステーションを作ろう！

▼身体表現と舞台芸術の可能性を探るワークショップと作品づくり 「身体に向き合うワークショップからつくるパフォーマンス」

◀︎上：展覧会「こどもの絵 ―今と昔―」関連企画 TJ☆WS「美術館×遊び場〜
ワークショップを体験してつくってみよう〜」／中：展覧会「こどもの絵 ―今と昔
―」関連イベント “美術館×遊び場”［ワークショップ1］絵の世界でソロキャンプ 
／下：わらこうSou Sou 室（仮）プレワークショップ 藁工ミュージアムにあるいろ
いろな材料を使って創作してみよう！
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そ
の
他

高知市文化プラザかるぽーと職員向け研修会
「障がいのある方が来やすい文化施設について
考えてみる」
2023.6.26（月）
会場：高知市文化プラザかるぽーと 11階 大講義室
高知市文化プラザかるぽーとの運営に関わる全職員に向
け、合理的配慮等について学ぶ研修会を行った。

『障害者の文化芸術創造拠点形成プロジェクト
DANCE DRAMA「Breakthrough Journey」
Dance Camp（ダンス・キャンプ）』への協力
2023.8.26（土）、8.27（日）
※高知県在住振付家と高知県出身ダンサーに関係する
部分は8.26のみ
会場：国際障害者交流センタービッグ・アイ 多目的ホール
障害のある人との創作活動を行う国内外の振付家や、障
害のあるアーティストとともに作り上げる、障害や国籍を超え
たダンスワークショップに協力。主に、主催者と高知県在住
の振付家、高知県出身ダンサーとの連絡調整業務、広報
協力などを行った。
主催：国際障害者交流センタービッグ・アイ、独立行政法人日本芸
術文化振興会、文化庁

「第3回藁工アンパン アートバザール」
会場下見・相談会
2023.10.20（金）～10.23（月）
会場：藁工ミュージアム
アートバザールの会場下見ができる、作品の展示方法や展
示・販売に必要な準備物、作品の販売価格の設定等展示
と販売に関する悩みや困りごとの相談会。
主催：藁工ミュージアム
共催：アートセンター画楽

そ
の
他

「第3回藁工アンパン アートバザール」交流会
2023.11.25（土）
会場：蛸蔵
アートバザール出展者、来場者（来場予定含む）、関係者に
よる交流会。
主催：藁工ミュージアム
共催：アートセンター画楽

「第3回藁工アンパン アートバザール」振り返り会
2023.12.4（月）
会場：藁工ミュージアム前 中庭
アートバザールに出展した感想等を聞く会。
主催：藁工ミュージアム
共催：アートセンター画楽

『障害者の文化芸術創造拠点形成プロジェクト
DANCE DRAMA「Breakthrough Journey」
Dance Caravan（ダンス・キャラバン） in 高知』
への協力
2023.11.11（土）
会場：高知市文化プラザかるぽーと2階 小ホール
障害や国籍を超えたダンスワークショップに協力。会場や
通訳者手配、主催者と高知県在住振付家との連絡調整
業務、広報協力、当日運営手伝いなどを行った。
主催：国際障害者交流センタービッグ・アイ、独立行政法人日本芸
術文化振興会、文化庁

アーティスト派遣
2024.1.11（木）
会場：高知県立中村特別支援学校
学内外で発表する演劇公演の演技指導者として、アーティ
ストを派遣。演技指導だけでなく、稽古を行う際の環境整
備や公演時の音響オペレーション・使用機材等に関するア
ドバイスも行った。

そ
の
他

『知的・発達障害児（者）にむけての劇場体験プロ
グラム 劇場って楽しい！！ 2024 in 高知
映画体験「若おかみは小学生！」』への協力
[事前研修会]2024.1.17（水）
会場：高知県立県民文化ホール 第6多目的室
[映画上映会]2024.2.10（土）
会場：高知県立県民文化ホール グリーンホール
音の大きさや響き、照明による明暗、鑑賞者としてのルール
を鑑賞しながら学び、「劇場」という場所を体験する体験型
プログラムへの協力。事前研修の講師や当日運営人員の
手配、広報協力、当日運営の手伝いなど行った。
主催：高知県立県民文化ホール（高知県立県民文化ホール共同
企業体）

「権藤説子presents 誰もが楽しめる
バリアフリー演劇鑑賞会 in 高知
東京演劇集団 風 ーバリアフリー演劇ー 
星の王子さま」への協力
2024.1.20（土）
会場：土佐市複合文化施設つなーで
舞台上での手話通訳や字幕、音声ガイドなど、多種の鑑賞
サポートを取り入れたバリアフリー演劇公演の開催への協
力。広報協力や当日運営手伝いなどを行った。
主催：誰もが楽しめるバリアフリー演劇鑑賞会in高知実行委員会
共催：特定非営利活動法人全国地域生活支援ネットワーク、一般
社団法人東京演劇集団風研究所

わらこう Sou Sou 室
2024.3～
会場：わらこう Sou Sou 室（藁工ミュージアム内）
誰でも「想像」と「創作」を楽しむことができる登録制スペー
スを開設した。
主催：藁工ミュージアム・NPO蛸蔵

『ワークショップ 目の前にいる「気になる存在」を
魅力的なパートナーにする秘訣（障がいのある人
たちへのブランディングを可能にする演劇）』
への協力
2024.2.16（土）
会場：高松市瓦町アートステーション 市民交流プラザ 
IKODE瓦町（瓦町FLAG 8F）多目的スタジオ
障害のある人たちの魅力の伝え方を学習するワークショッ
プの企画立案と実施への協力。高知県内の人材育成とし
てUDトークを使用した字幕投影のための技術スタッフを
高知から派遣し、手話通訳者の手配、広報やネットワーク
構築への協力、当日運営の手伝いなどを行った。
主催：高松市、高松ワークショップLab. 
共催：中国・四国 Artbrut Support Center passerelle（パスレル）

そ
の
他

高松ワークショップLab.×岡山芸術創造劇ハレノワ
「トークセッション バリアフリーな場ってなんだろう？ 
～ワークショップ参加のアクセシビリティについて
考える～」への協力
2024.2.17（日）
会場：岡山創造劇場ハレノワ 4階 アートサロン
アートや福祉の現場に携わる方々から現状や課題につい
て知り、障壁のない社会づくりを考えるトークセッションの企
画立案と実施への協力。高知県内の人材育成としてUD
トークを使用した字幕投影のための技術スタッフを高知か
ら派遣し、手話通訳者の手配、広報やネットワーク構築へ
の協力、会場や登壇者との連絡調整業務、当日運営の手
伝いなどを行った。
主催：高松市、高松ワークショップLab.、公益財団法人岡山文化
芸術創造
共催：中国・四国 Artbrut Support Center passerelle（パスレル）、
岡山市

夜須公民館主催事業 市民参加演劇公演
「ノマドとマージナルマン」鑑賞支援サービス

2024.2.24（土）
会場：香南市夜須公民館マリンホール
聴覚に障がいがある方が演劇作品を鑑賞するための鑑
賞支援サービスを実施。タブレット端末貸出による字幕提
供を行った。
主催：香南市夜須公民館

▼『高知市文化プラザかるぽーとリニューアルオープン記念事業 第7回高知市民ミュージカル「Gift of Life 〜にぎやかな植物園〜」』本番

▲『高知市文化プラザかるぽーとリニューアルオープン記念事業 
第7回高知市民ミュージカル「Gift of Life 〜にぎやかな植物園〜」稽古の様子
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新しい物事に取り組むときには、心理的な障壁、社会的な障
壁、経済的な障壁など、様 な々タイプの障壁によって二の

足を踏むことが多くあると思います。本企画は、アート活動に新た
に取り組む上での障壁をパスレルが伴走することで可能な範囲
で取り除き、芸術文化活動に取り組む人や組織の裾野を広げ、そ
して、企画終了後もその活動を継続していくことができるようにな
ることを目指して、令和4年度よりパスレルの主催事業として取り
組みを開始した企画です。

ロシアの心理学者レフ・ヴィゴツキーは、子どもの発達・学習に
関する理論として、『発達・学習の最近接領域』という理論を提
唱しています。これは、「問題解決において、援助なしで子どもが
達成できることと、大人の援助があれば達成できることとの差」と
定義されており、「少しの手伝いがあったら、または誰かと一緒な
ら出来る領域」を意味しています。ヴィゴツキーの理論において
子どもは、現状の発達段階では難しい様 な々運動・認知課題に
対して、「少しの手伝い」あるいは「誰かと一緒に」できることを経
験することで、スムーズに未獲得の能力を獲得していくと考えら
れており、現在、この理論は、保育・教育・リハビリテーションなど
様 な々領域に応用されています。

本企画は、いわゆる従来型のアーティスト派遣事業とは異な
り、アーティストの選定から企画の実施まで、実施事業所が主体
となって進めていきます。企画を進めていくにあたり現れる様 な々
障壁に対して、パスレルが「少しの手伝い」を行い、また状況に
応じて、「パスレルと一緒に」に取り組む、すなわち、発達・学習
の最近接領域を意識しながらパスレルが関わっていくことによっ
て、アート活動の体験が一度きりで終わるのではなく、翌年度以
降も活動を継続できるようになる、という仮説のもと実施していま
す。実際に、令和4年度に本企画でファーストステップを踏んだ
事業所において、形は様 で々あれ自立してアート活動を継続する
ことができている、との報告もいただいております。

さて、3月7日に、今年度ご参加いただいた事業所の皆さんを
一同に会してオンライン座談会を行い、応募の動機、アーティスト
の選考から連絡、事前準備から企画の実行、その後の変化などに
ついてご報告をいただきました。それぞれの事業所がどのようにし
てファーストステップを踏み出したのか、また、どの様な障壁が立ち
はだかりそれを乗り越えてきたのか、座談会の様子も含めて当報
告書へ掲載しておりますので、アート活動を始めようとしている事
業所の皆様にはぜひ参考にしていただけると幸いです。 

最後になりますが、今年度本企画へ応募いただいた皆様、ま
た採択の後に短い期間で濃密かつ豊かな企画を実行いただい
た参加事業所の皆様、アーティストの皆様、ありがとうございまし
た。また、応募の呼びかけと選考にご協力いただいた中国・四国
ブロックの各支援センターの皆様、ならび各県ご担当者の皆様
に感謝いたします。参加してくださった皆様からの笑顔を糧に、こ
れからもファーストステップの輪をどんどん拡げていきましょう。 

主催事業

企画概要
　支援センターを対象に実施したアンケートにおいて、「中
国・四国ブロック内で連携を取るとしたら、一体どのような部分
での連携を望みますか ?」との質問に対して、全ての支援セン
ターが「福祉・芸術分野の人脈づくり」と回答ました。その結果
を受けて、広域センター・パスレルとして協議を重ねた結果、
支援センター、福祉分野、芸術分野における新たなネットワー
クづくりを主目的として本企画は誕生しました。
　本企画は、障害のある方およびその方々に関わる事業所と
アーティストとのコラボレーションによる創作活動の『体験』に
スポットを当て、これまでアート活動に関わったことのない事業
所や障害のある方にアート活動を体験する機会を持っていた
だくことを目的としたプロジェクトです。
　また、派遣するアーティストの人選、体験する内容を含め、当
センターと連携しながら探索するプロセスを経験していただく
ことで、事業所や障害のある方が事業終了後も継続してアート
活動を行っていくことができるようになることを目指しています。

実施対象
以下に挙げるいずれかに該当する団体等とする。
就労移行支援事業所、就労継続支援 A 型、B 型事業所、
共同生活援助事業所、放課後等デイサービス、
福祉型障害児入所施設、医療型障害者入所施設

活動内容
○手順書に沿って当センターと連携しながら、アーティストとど
のような活動を体験するか ( 美術分野・舞台芸術分野、
他 )、派遣依頼するアーティストの選定、訪問支援日および体
験内容の計画を行う。
○計画を元に、アーティスト派遣による活動の体験 (1回 ) を
実施する。体験終了後、必要書類を提出する。

活動場所
原則として、普段活動の拠点としている場所での活動とする。

募集団体数
各県1団体

「アート活動をはじめようとする事業所の
ファーストステップに伴走する企画」
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実
施
し
て
の
感
想

選考に通って職員間でどのようなことを
やってみたいか話し合ったときには、様 な々意
見が泡のように出ては消えを繰り返しました。
そもそも、これだけできること（できるであろうこ
と）や興味の方向が違う子どもたちが、一つ
のテーマを持って物事に取り組んでみるとい
うことが可能なのか、それは普段の生活の中
で提供している活動とどのように違うのだろう
か、ましてそれが「文化芸術活動」であるとい
うことに、みんなが尻込みしているのではな
いかと感じました。パスレルの皆さんの来所を
きっかけに、こんなことが出来るのではないか
という意見が活発に出るようになりました。ス
ケジュールが押し迫ってくる中で紆余曲折の
末、活動が決まり、慌ただしく当日を迎えまし
た。子ども達や職員、その家族も含めて、やっ
てみたことの体感のようなものが今も残って
いると感じることがあり、実施して良かったと
思っています。

島根県松江市の放課後等デイサービス事
業所です。小学生から中学生まで、1日10人
ぐらいの子が通っています。

子ども達の障がいの種類や程度は様 で々、
興味や好きの方向性もバラバラだが、好きを
強みに変えていくきっかけをつかむことができ
ればと思い、応募しました。

〈招聘作家〉高尾宏治さん（プログラミング言
語であるスモウルビーを用いた活動を主催）

最初に、パソコン本体（基盤）とキーボー
ド、モニター、マウスの紹介とそれぞれの役割
の説明をしてもらいました。そして、それらの
パーツを繋ぐことから始めて手順に沿ってプ
ログラムを書き、モニター上に自分のイメージ
した物を自由に表現して、動かしてみる体験
をしました。
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今回の取り組みを通して、文化芸術活動
に向かう敷居が低くなったように感じました。
やってみた結果が、利用者を含む多くの方々
にどのように作用するかを予め想定すること
はほぼ無理だということがわかったので、恐
れずにまた取り組んでいきたいと思います。
講師から「自分の『好き』が、他人に価値を与
えるきっかけになることがある」と聞き、本当に
すてきだなと思いました。

きっかけをくださった皆様に大変感謝して
います。ありがとうございました。

プログラミング活動を学校でやっている子も
いれば、初めて体験する子もおり、興味の持ち
方も様 で々した。当日は様子見していた子がそ
の数日後、近しい職員にやってみたいと自分か
ら意思表示をしている姿がありました。学校で
やっていると言っていた子も、できることがたく
さんあるわけではなく、また、その時の気分に左
右される部分も大きく、タイミングというものが
あるんだと改めて感じました。子どもの姿がきっ
かけになって、職員の中にも興味を持って一緒
に楽しんでいる姿が見られたことは新鮮に感じ
ました。

子ども達の興味に応じて、プログラミング
言語を使う活動を先に進めるようにしていき
たいです。まだまだ奥が深いので、一緒に学
んでいけたらいいと思います。プログラミング
に限らず、「好き」を見つけて自分のペースで
取り組んでいける環境を少しずつでも作って
いきたいです。
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私たちは広島県広島市にある小さな生活
介護の事業所です。現在は１６名のメンバー
さんが利用されています。元々就労支援 B
型だったのですが、メンバーさんの重度化等
もあり６年前に生活介護事業所に変更しまし
た。ですが、クッキー等のお菓子を製造販売
したり内職をしたりとメンバーさんに工賃が
提供もでき、B 型の色を濃く残しています。障
害があっても働いてお金を稼ぎたい。この地
域で暮らしていきたい。そんなメンバーさんの
夢や希望をかなえていける場所を目指して活
動しています。

広島のアートサポートセンターからの案内
状でした。私たちの普段の活動で行っている
アート活動は、季節の創作物や絵具を使って
自由に描いたり等、職員主導でやる事ばかり
で、なかなかメンバーさんからやりたい！とい
う気持ちを引き出すことはできておらず、みん
な楽しいのだろうか、やらされているだけなの
ではないか、これを続けてメンバーさんの好き
なことを増やす手助けになるのかな？と不安
になっていたところで案内をいただき、何かの
きっかけになればいいなと思い応募させてい
ただきました。

事
業
所
の
紹
介

応
募
の
動
機

今
後
の
展
望

感
想

参
加
者
の
様
子

実
施
し
て
の
感
想

〈招聘作家〉JCDNサポーター 玖島雅子さん
（Qoo～）

ダンスワークショップ「バリケードダンス」。
地域の集会所をお借りして、長机をバリケー
ドのように積み上げてその周りに事前にメン
バーさんと作製した色を染み込ませたトイレッ
トペーパーや毛糸、スズランテープなどを巻
いたり投げたりして壁にするなど、カラフルで
この場でしかできないバリケードハウスをみん
なで作りました。導入時や要所要所で Qoo
先生に引っ張っていただき、全員で踊ったり、
一人一人が即興で踊りました。完成したバリ
ケードハウスには、事前ワークで描いていた
将来自分が住みたい家を飾り付け。最後は
みんなで思いっきり壊してクールダウンと振り
返りをして終了しました。

招
聘
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容

ほぼ知識ゼロからのスタートで、周りの助け
も期待できない環境だったので、とにかく不
安でした。やってみたくて応募したけど、まさか
うちみたいな小さな事業所が参加できるはず
ないだろうとも思っていたので。ですが、パス
レルさんと気軽に連絡ができるという安心感
から、気持ちも前に向けるようになり、広島県
のアートサポートセンターさんの力をお借りし
てなんとか方向が固まり、実現することができ
ました。アート＝何か形あるものを創作する、
と思っていた私たち職員でしたが、今回の事
業をきっかけに、いろいろなアートがあって自
己表現できるものがあって、何でもできちゃう！
ということが体感でき、今後の活動の視野が
広がりました。

ワークショップでは初めはやっぱりメンバー
さんドキドキ。ですが、先生や周りが思いっき
り楽しむことでなんだか自分も楽しいかも！と
先生の作ってくれた雰囲気にいい意味で飲ま
れてくださいました。いつもは怒られるようなこ
と（投げたりぐしゃぐしゃにしたり）を思いっきり
できたことも、各メンバーさんの参加したい欲
を引き出せたのではないかと感じました。メン
バーさん一人一人が自分のダンスの番を待
てないくらい、僕も私もと主体的に活動してく
れたことに驚き、感動でした。いつも体操には
ほとんど参加されないメンバーさんや回りが
先に動かないと動き出さないメンバーさんが、
我先にと立ってセンターに行こうとしたり、壊
す時には結構な勢いで引きちぎっていたりと
普段と違う姿を見ることができ、その人の興味
関心や持っている力をあらたに見つけること
ができました。

今回は会場の関係で保護者や地域の方に
参加していただくことができませんでしたが ,
今回のようなメンバーさんの姿をぜひ見てい
ただきたいです。地域の皆さんや学校等とも
一緒にできるアート活動も見つけていきたい
です。そのために、今回つながれた方とのご縁
を大事につなぎ続けていくこと、年に1回でも
いいので、今回のようなアート活動を計画し、
もっと身近に感じていけたらと考えています。

とにかく感謝しかありません！貴重な経験
をさせていただき、ありがとうございました！
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〈招聘作家〉村川 博司さん、隅野 繁夫さん、
三芳隆資さん（自然を生かして子ども達の為
に楽しい活動をされている方々）

竹を使ってアート活動をしてみよう！…「竹
の特性を活かして、様 な々大きさ、長さの竹を
使って、ジャングルジムやアスレチック、竹の
装飾などの創作活動に挑戦してみよう」とい
う企画を立てて実施しました。日頃から外遊
びをする機会が少ない子ども達が、少しでも
愉しい時間を共有するために、大人の力を借
りて、自分たちの遊び場を手作りで作ることに
挑戦しました。

〈実施内容〉
①3メートルの孟宗竹や真竹を組み合わせて
ピラミッド型ジャングルジムを3基作る。
②それを繋ぎながら組み合わせてアスレチッ
クが兼用できるように固定する。
③3基の中心に竹の華を立てる。
④細い竹や薄く切った竹で一人ひとりの思い
で創った装飾を飾り、ひなたぼっこの庭に巨
大竹アートの完成。

私たちチャイルドハウスひなたぼっこの子ど
も達は、『みんなちがってみんないい』…金
子みすゞ の詩にあるように、一人ひとり豊かな
個性と社会を活性化する力を持っています。
ただ、障がいがあることでそれが上手く引き出
せなかったり、自分の持つ素晴らしい個性に
気づかなかったりすることが少なくありません。
私達は日々 触れ合う中で、子ども達の持ってい
る個性や能力を活かし、子ども達が自分自身
と社会のために新しい価値を創造し、地域の
中で共存していけるような支援を目指します。

そのためには、日々の支援活動に様 な々分
野の活動プログラムを取り入れて、子ども達
に色 な々体験や経験をする機会を作る事が
必須です。「障がいがあるからできない」では
なく「障がいがあってもできる」「特性を活か
せば素晴らしい能力が発揮できる」ことを体
験し、自信を持って社会へ自立していくサポー
トができるよう力を入れています。

ひなたぼっこの基本理念として、
○ひなたぼっこの活動を通して「できる、でき

た」の体験を実感すること、「楽しい、もっと
やりたい」という気持ちや意欲を育むことを
大切にする。

○「がんばって！」ではなく、「一緒に考えよう、
一緒に一歩踏み出す方法を考えよう！」を
基本方針とし、決して無理をせず、お母様、
子ども達、スタッフ全員の心が温かくなっ
て、笑顔と笑い声の響く楽しい時間を共有
できる場所づくりを目指す。

○一人ひとりの特性や個性を見出し、それを
活かすことで新しい価値を創造し、地域社
会への参加を支援する。

を掲げているため、常に何かへ挑戦できる機
会や子ども達独自の創造力を見いだせる場
を探し求めていた時に、この企画にであったこ
とがきっかけです。
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参加者（土曜日利用と希望者）は、「何が
始まるのだろうか？」ドキドキ、ワクワクだった
ようです。日頃からあまり人見知りをせず、来
所者の方々にすぐ馴染んでしまう子ども達な
ので、始まると自ら積極的にやってみたい場
所に行って、のこぎりや電動工具を体験して
いました。少しずつ形が見えてくると、嬉しそう
にジャングルジムに上ったり、小さい竹を使っ
て装飾品やモビールを創ったりして時間いっ
ぱい楽しんでいました。お迎え時に保護者の
方 に々嬉しそうに制作活動の様子を報告した
り、アスレチックに挑戦する姿を見せたりして
いました。見ていた保護者も外で活き活きと楽
しむお子さんを見て「ずっと固定されてあれ
ばよいのに…」と、笑顔になられていました。ま
た、実施後に設けた２週間の展示期間中、自
分達も関わって作ったという思いから、参加
できなかった友達にいろいろ説明をしたり、使
い方を見せたりする姿は、自信に満ち溢れた
様子でした。

子ども達は私たちが考える以上に無限の
創造力や冒険心に溢れているので、今後もこ
んな企画をたくさん取り入れながら、自分達で
もできる、自信が持てる活動を実施していきた
いと考えています。ひなたぼっこのご利用者は
１日の定員が決まっていることと、今回は場所
をひなたぼっこの庭で設定したため、たくさん
の子ども達を参加させることが出来なかった
ため、いろいろな工夫をしながらより多くの子
ども達が参加できるようにしていきたいです。

実施当日にもダンボール戦機を上手に作
るお子さんの作品の写真をお見せし、お話を
聞いていただきましたが、山口県の障がい児
に対する芸術、文化関係のイベントや展示会
場等があまりなく、子ども達が素晴らしい作品
を作ってもそれを活かしてあげる場が少なく、
もどかしさを感じています。また、相談にのっ
ていただけると助かります。今回は、本当に貴
重な体験をさせていただき、感謝しています。
ありがとうございました。

ひなたぼっこの子ども達は、ひとり一人個性
や創造力が豊かで、日頃から創作活動やス
ポーツ、音楽等の芸術活動が大好きです。子
ども達の個々の意見を尊重しようとすると、な
かなか1つの物に絞れず、内容を決めるまで
が大変でした。しかし、いざ決まるとこれまで
活動を応援してくださっていた方々が、積極
的に準備から当日の作業まで一緒に取り組
んでくださったことに感謝の気持ちでいっぱ
いです。当日は、どんなものができるか未知の
世界だったので、子ども達が上手く入り込め
るかドキドキでしたが、そんな心配もすぐに消
え、子ども達の方が積極的に大人と関わりな
がら、愉しい時間を共有し、あっという間の１日
でした。完成した時の子ども達やスタッフ、皆
さんの満面の笑顔が見れた時、今回のアート
活動の挑戦をやってよかったと実感しました。
また、来ていただいた３名の作家さんにもよい
繋がりが出来、出会いの輪が広がったことを
喜んで帰って行かれました。
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「本当に、やって良かった。」の一言に尽き
ると思います。協力していただいた「わけべの
りこフラスタジオ」講師の方や、ずっと前向き
でいられるようアドバイスしてくださったパス
レルの皆さん、準備に協力してくれた利用者
さん・職員、すべての人に感謝です。参加し
た人や、側で見守ってくれた人の心に残るも
のがあったと思います。事前打合せを行った
ことで、施設の見学（当日会場の下見）や、利
用者さんの様子を知っていただき、当日の進
行計画も具体的なものとなりました。曲の選択
についても、言葉の意味に合わせて振付のあ
るフラダンスなので、日本語の歌詞でお願い
したことも、全員が親しみを持って取り組める
ことに繋がったと思います。

踊りの好きな方はもちろん、重度の方も車
いすの方も笑顔で体を動かしていました。曲
の波長が合っていたのか、ほとんどの利用者
さんが途中退席することもなく、最後まで参加
することができました。アフターコロナ初の交
流行事となり、利用者さんの期待は大きく、心
待ちにしてくれており、終了後、「楽しかった」

「次はいつ？」と喜んでくれていました。
衣装・壁面装飾の制作活動は、地道な作

業で根気も必要でしたが、当日の仕上がりを
見たり、実際に衣装を身につけると、誇らしそう
にする人、喜んでいる人など、ハワイ気分を感
じて盛り上がってくれていました。
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〈招聘作家〉わけべのりこフラスタジオ 雫 怜
子さん、庄野泰子さん
　利用者さん全員参加のフラダンス教室「み
んなで いっしょに おどろうフラダンス」を開催
しました。当日使用する衣装や会場の飾り付
けを、利用者さんと職員で２ヶ月かけて制作
し、当日は県の企画ともコラボし、徳島県公式
マスコットキャラクター「すだちくん」と、ご当地
お笑いタレント「セカンドストーリー長谷川さ
ん（はせちゃん）」を招き、約1時間半のワーク
ショップを実施しました。はじめに講師の方の
踊り「真珠貝の歌」を見学した後に、「アロハ
ウクレレ」の踊りを教えてもらい、最後に仕上
げとして、曲を通して踊る体験をしました。

社会福祉法人 阿南淡島会 障害者支援
施設 淡島学園の前身は、昭和31年11月
精神薄弱児施設を運営するために設立され
た財団法人で、昭和52年8月社会福祉法
人に移行しました。障害のある利用者それぞ
れの個性に応じた多様な福祉サービスの提
供を通じて、利用者一人ひとりが個人の尊厳
を保持しつつ、地域社会で自立した日常を営
む事ができるよう支援することを目的に設立し
た団体です。近くには淡島海岸があり、緑の
田園風景や山に囲まれた、自然あふれる環境
で、現在入所76名と通所20名の方が利用
されています。

新型コロナ流行により、交流行事や外出等
の行事を中止・変更しなければならなかった
３年間を経て、コロナを取り巻く社会状況も
変化した今年度、「やっと動き出せる」そんな
喜びを利用者さんと一緒に感じられる事を探
したい、せっかくだから新しいことに挑戦して
みたいと思い応募しました。   
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来年度は「わけべのりこフラスタジオ」の方
を行事に招待し、全員参加のフラダンス教室
を複数回実施するなど、今回結んだご縁を
継続していきたいと思います。また、他のアー
ト活動にも、個性あふれる利用者さんの魅力
が発信できるように、個人・グループで参加で
きる形を考えていきたいと思います。

この度は本当にお世話になりました。不安
しかなかったスタート時から、皆さんの明るく
寄り添ってくれる言葉に支えられました。計画
が動き出すと、後は勢いで突き進んだ感もあ
りますが、これもハンドブックや事業報告等が
あったから出来たことだと思います。今後にも
活かせる、とても良い指標となりました。
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いろいろなアーティストさんに来ていただき
たいと思いつつ、なかなか実現できなかったと
ころを、パスレルさんに背中を押して頂いた
形になりました。困った時に相談させていただ
くと、すぐにお返事くださり解決できたこともあ
りましたし、常に暖かく励ましてくださったこと
で勇気をいただきました。

スタッフも協力的な雰囲気の中スタートした
ものの、大変忙しい時期と重なり、思うように進
まず苦慮していたこともありました。でも最終
盤スタッフ・利用者さん皆で団結して迎えた当
日、予想以上の楽しさと感動を味わうことがで
き、実施して本当に良かったと実感！世界を広
げる第一歩が踏み出せたように思います。

　

香川県高松市にある福祉事業所です。居
宅介護支援、訪問看護、療養通所介護、放課
後児童クラブ等幅広い事業を行っており、そ
の中で「ゆずぽっぷ」は児童発達支援、放課
後等デイサービス、生活介護、療養通所介護
の部門で、様 な々障害を持っていたり、医療
的ケアが必要な、赤ちゃんから高齢の利用者
さんが一緒に過ごしています。専門職のスタッ
フチーム一丸となって、体のケアや療育を行
い、利用者の皆様が笑顔で過ごせる場所を
目指し、日々 奮闘しています。

プロジェクトのチラシを見て、是非アーティ
ストさんを呼びたい、と思いました。それまで
も、身近な繋がりから、音楽療法の先生、マ
ジックショー、工作の先生等お招きしたことは
ありましたが、利用者さんがもっと多くの体験
をし、いろいろな人と触れあ合って、世界を広
げて行けたら、と思い応募しました。

〈招聘作家〉mimikaさん(シンガーソングライ
ター）

「mimika クリスマスライブ」と称し参加型
ライブを開催しました。一緒に歌ったり踊った
り、パネルシアター、けん玉大会など盛りだく
さんの内容でした。また、mimika さんへのお
礼として一か月練習してきたハンドベルの合
奏も披露しました。

事
業
所
の
紹
介

応
募
の
動
機

２歳～90歳までの利用者さん、ご家族、職
員など合計45名が参加、子どもも大人もみ
んなで盛り上がりました。パネルシアターのク
イズ、けん玉大会には多くの子が積極的に参
加。以前から mimikaさんの大ファンである中
学生の男子は、ご家族が勢ぞろいで来てくださ
り、その前で弟と共にけん玉に挑戦し、場を盛
り上げてくれました。長年 mimikaさんの追っ
かけをしていた50代のご夫婦はご主人の難
病によりライブに行けなくなっていましたが、デ
イサービスでまさかの再会！mimikaさんと三
人で感激のあまり大泣き、といった場面も。帰り
がけには皆さまから「楽しかった～♪」とのお
声をいただきました。

参
加
者
の
様
子
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mimika さんライブは大変好評で、多くの
方から「毎年来てほしい」とのご意見が寄せ
られており、継続して来ていただきたいと考え
ています。また、今後は美術、演劇、音楽など
多方面からアーティストさんをお招きし、利用
者さんに楽しい世界をもっともっと知ってほし
い！そんな思いでいっぱいです。そして今度
こそスタッフ皆で作り上げ、更に充実した企画
を計画したいと思います。　
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本企画をおこなって、
職員のアーティスト（アート活動）に対する
見方は変わりましたか？

■ 大きく変わった

■ 少し変わった

■ どちらとも言えない

■ ほとんど変わらなかった

■ 全く変わらなかった

大きく
変わった

3票
２票

Q1.

本企画を実施しているときの職員は
『能動的だった』 or 『受動的だった』、
どちらの感覚がありましたか？

■ 受動的だった

■ どちらかといえば受動的だった

■ どちらとも言えない

■ どちらかといえば能動的だった

■ 能動的だった

どちらかと
いえば
受動的
だった

どちらとも
いえない

どちらとも
いえない

1票

1票 1票

Q3.

■ とても持てた

■ 少し持てた

■ どちらとも言えない

■ ほとんど持てなかった

■ 全く持てなかった

2票2票

本企画を通じて、
利用者さんは文化芸術活動に
興味や関心を持ちましたか？

Q5.

本企画の準備段階で、
利用者さんと企画の事で話をしましたか？

■ 大いに話した

■ 少し話した

■ どちらとも言えない

■ ほとんど話しなかった

■ 全く話しなかった

少し
話した

Q2.

本企画を通じて、
職員は文化芸術活動に
興味や関心を持ちましたか？

■ とても持てた

■ 少し持てた

■ どちらとも言えない

■ ほとんど持てなかった

■ 全く持てなかった

少し
持てた

とても
持てた 

Q4.

終
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
企
画
実
施
後
に
今
回
の
企
画
を
実
施
し
た
全
5
事
業
所
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

利用者さんにどのような変化がありましたか？Q6.
自己表現することが増えた

生き生きしてきた
自己肯定感が向上した

趣味や余暇活動が増えた
利用者さんと地域住民との交流が生まれた

表現力が豊かになった
集中力が上がった

次の開催を楽しみにしている
利用者さんの家族や支援者の

気持ちが前向きになった

4
2
2
2

1
1
1
1
1

職員にどのような変化がありましたか？Q7.
利用者とのコミュケーションが変わった

実施するプログラムが変わった
仕事に対する意識が変わった

職員間でのコミュニケーションが変わった
専門家に来ていただき、意欲的になった

今まで提供することのなかった活動だったが、
子供たちの興味に応じて提供し、

一緒に楽しむ姿が見られるようになった

2
1
1
1
1
1

文化芸術活動は
障害者の社会参加につながると思いますか？

■ とてもつながる

■ 少しつながる

■ どちらとも言えない

■ ほとんどつながらない

■ 全くつながらない

Q8.

今後も文化芸術活動に
取り組みたいと思いますか？

■ とても思う

■ 少し思う

■ どちらとも言えない

■ ほとんど変わらなかった

■ 全く変わらなかった

Q11.

本企画に取り組んでみて
よかったと思いますか？Q15.

文化芸術活動は
障害者の生活の支援につながると思いますか？

■ とてもつながる

■ 少しつながる

■ どちらとも言えない

■ ほとんどつながらない

■ 全くつながらない

Q9.

文化芸術に取り組みたいと思っている
障害当事者にとっての障壁は何ですか？（複数回答可）Q10.

支援者や家族などの理解の障壁
経済的な障壁

情報保障の障壁
身体的な障壁

地域の障壁
職員の取り組み方

5

2
1
1

3
3

今後取り組んでみたい文化芸術の
ジャンルはなんですか ?（複数回答可）Q13.

音楽
絵画
書道
演劇
陶芸
工芸
茶道
彫刻

現代美術
プログラミング

e-sports
創作活動全域

伝統芸能

5
5

1
1
1
1
1
1

4

2

3
3
3

文化芸術活動に取り組んでいくために
必要な支援はなんですか？（複数回答可）Q12.

スタッフの理解
アーティストの情報提供

時間
スタッフの人数

資金
利用者家族や支援者の理解

経営者の理解
利用者の理解

アイデア

5
4
4
4

2
2
2

3
3

今回の事業に取り組んでみて
最も手助けが必要であると思ったことはなんですか？Q14.

事業所内でのニーズ調査
アーティストについての情報取集

なぜこのアーティストに来て欲しいのか言語化すること
アーティストとのコラボレーションの実施

アーティストへの依頼
ニーズに合致するアーティストの調査

2
2
2
2

1
1

4票

少し
変わった

大いに
話した

3票どちらかと
いえば
能動的だった

4票

少し持てた

とても
持てた1票

1票 とても
つながる

4票

1票

少し
つながる

どちらとも
いえない

とても
つながる

4票

1票

とても思う

5票

■ とても思う

■ 少し思う

■ どちらとも言えない

■ ほとんど変わらなかった

■ 全く変わらなかった

とても思う

5票
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—まずは、それぞれの事業所の概要と、今回どんな取
り組みを行ったかについて教えてください。

ゆずぽっぷ　香川県高松市にある「ゆずぽっぷ」です。
児童発達支援、放課後等デイサービス、生活介護、療養
通所介護を行っており、年齢も障害も疾病もさまざまな
方々が一緒に過ごしています。
　今回の企画への参加についてですが、これまでも身近
な人の伝手で音楽療法、マジックショー、工作などの講
師の方をお招きしたことはあったのですが、利用者さん
がより多くの体験をし、いろいろな人と触れ合って世界
を広げていけたらいいなと思い、応募をしました。
　今回私たちが依頼したアーティストは、香川県を中
心に活動していらっしゃるシンガーソングライターの
mimikaさんで、県内ではほとんどの人が知っているとい
うぐらい大変ご活躍されている方です。利用者さんの中
にmimikaさんの大ファンだという中学生がいたのが依
頼をするきっかけになりました。
　mimikaさんからは快いお返事をいただき、クリスマ
スライブを開催することになりました。内容については、
mimikaさんからもいろいろと提案してくださいまして、利
用者さんも一緒に歌ったり手拍子したり踊ったり、けん玉
大会に子どもたちが挑戦したり、クイズ大会もやってくだ
さいました。また、ライブまでに利用者さんが会場の飾り
付けの制作をしたほか、1ヶ月ほどハンドベルの合奏の
練習をして、ライブの最後にmimikaさんへ演奏をプレゼ
ントすることもできました。
　利用者さんの反応は「また来てほしい」という声がとて
も多かったです。中でも寝たきり状態の利用者さんが、
以前はご夫婦で追っかけをするぐらいmimikaさんのファ
ンだったことが後から分かり、mimikaさんご自身はその
利用者さんのことを覚えていらして、まさの再会にみんな
が泣いて抱き合いながら喜んだというシーンが一番印
象的でした。
　いろいろなアーティストさんに来ていただきたいと思
いつつ、なかなか実現できなかったところを、今回はパス
レルさんに背中を押していただけたと思っています。依
頼の仕方やメールの書き方まで教えていただき、常に暖
かく励ましてくださったことで勇気をいただきましたし、と
ても勉強になりました。
　ただ、私としてはスタッフ全体を巻き込んで取り組み
たかった部分があり、最初は他のスタッフも協力的な雰
囲気だったのですが、スタッフの退職や長期休職などが
次々続き、各自の仕事量が激増しまして、協力を仰ぐにも
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　私たち職員には「アート＝何か形あるものを創作する」
という固定概念がありましたが、今回のワークショップを
きっかけに、いろいろなアートがあり、いろいろな自己表
現もあって、何でもできるんだという体感ができました。
また、完成して終わりではなく破壊までする。物を壊す、
なんていうのは普段やりませんから、メンバーさんはそ
こが一番楽しかったんじゃないかなと思います。今後の
活動の視野が広がりました。

チャイルドハウスひなたぼっこ　「チャイルドハウスひなた
ぼっこ」は山口県光市にある放課後等デイサービス事業
所です。
　登録者は40名近くいらっしゃいますが、利用について
は1日10人の枠しかないため、全員を集めて行うイベン
トというのが難しい状態でした。また、普段はいろんなも
のを作ったり、歌やダンスを楽しんだりしていますが、山
口県は障害者関係の相談センターや活動の発表をする
場がなかなかなく、なんとか子どもたちの才能を伸ばし
てあげられないか？ということを、常日頃スタッフたちは
思っていました。そんなときに、偶然パスレルさんのDM
が届きまして、すぐに応募させていただきました。
　ただ、どんな取り組みを行おうかとスタッフたちと相
談をしても、なかなかひらめかない、どういうものか分か
らない状態で、しかも、当事業所は常勤が3名、他は週に
何時間かだけ勤務するパートさんなので、スタッフがま
とまって企画を考える時間を取ることが難しく、私が進め
ていくような状態でした。ずっと悩んで、パスレルさんに
企画内容を伝えることもなかなかできず、ご迷惑をおか
けしました。
　子どもたちにやりたいことを聞いたりもしたのです
が、全員の意見を取り入れるのは難しいなと悩んでいた
ところで、パスレルさんから「男の子が多いんだったら基
地作りが好きですよね」というアドバイスをいただきまし
て、普段からダンボールを使って家や迷路を作るのは大
好きでしたので、なにか大きなものを制作する方向性に
考え始めました。
　また、山口県で自然を生かしたアート活動をされてい
る方から、「竹でジャングルジムやアスレチックを作って
みたらどうだろう」という提案をいただきまして、竹であ
れば、近所に創作活動に協力してくださる里山があり、
竹は自由に使えると思い、竹を使ったアート活動として
ピラミッド型のジャングルジムを制作することにしました。
　子どもたちは、初めて使う電動工具などに興味を示し
たり、男の子はのこぎりを一生懸命使って竹を切ったり

していました。また、人との繋がりも経験してほしかった
ので、お昼はみんなでカレーを食べるなどして1日楽しく
過ごしました。
　子どもたちは本当にいきいきと活動してくれたんです
が、反省点としては、先にお話したように1日10人の枠し
かないため、全員の子どもたちに参加してもらうことが
できなかったことがあります。他の場所を借りれば全員
が集まることができたと思いますが、これだけのものを
作るのであれば、事業所の庭に設置したい気持ちがあ
りました。設置は2週間ほどでしたが、事業所を利用する
ほとんどの子どもたちが遊べたので、その点は良かった
かなと思います。この経験を生かして、また新しい挑戦を
していきたいと思っています。

えすぱす　島根県松江市にある放課後等デイサービス
事業所「えすぱす」です。小学生から中学生まで、登録は
20人ほどいますが、利用するのは1日10人限定となって
います。
　選考に通って職員間でどのようなことをやってみたい
か話し合ったときには、様々な意見が泡のように出ては
消えを繰り返しました。そもそも、できること・できるであ
ろうことや興味の方向が違う子どもたちが、一つのテー
マを持って物事に取り組んでみるということが可能なの
か、それは普段の生活の中で提供している活動とどのよ
うに違うのだろうか、ましてそれが文化芸術活動である
ということに、みんなが尻込みしているのではないかと
感じました。
　そんな中で、パスレルのみなさんが来所されたときに

「全員にはまることはまずなく、偏ることもあるだろう
けど、それならば、もう最初からゼロベースで、誰も得
意としないところからスタートする考え方もある」とアド
バイスをいただいて、それから活発に意見が出るように

仰げない雰囲気になってしまい、結局はほとんどの部分
を私が一人で進めてしまいました。チームを作って役割
分担しながら取り組みたかったのですが、それをできな
かったことが反省点です。

淡島学園　徳島県阿南市にある「淡島学園」です。設立
は大変古く60年以上になります。現在は障害者支援施
設として76名が入所、20名が通所で利用されています。
　コロナ禍で3年ほど外部講師を招く行事がストップし
ていたことで、園内行事に滞りを感じておりました。社会
状況も変化した今年度、「やっと動き出せる」という喜び
を利用者さんと一緒に感じられる行事をしたい、せっか
くだから新しいことに挑戦してみたいと思い、今回の企
画に応募しました。
　取り組みとしましては、以前、園内行事でフラダンス
ショーを行っていたときにお世話になった、わけべのり
こフラスタジオさんにお願いをして、今まで見ているだ
けの立場だった利用者さんも全員で参加するフラダン
ス教室を開催しました。当日使用するスカートなどの衣
装や会場の飾り付けも２ヶ月かけて制作しました。当日
は、最初に講師の方の踊りを見せていただいて、その後
みんなで日本語の歌詞に合わせて、動きの意味を教え
てもらいながら踊るワークショップになりました。
　また、県の企画ともコラボし、徳島県公式マスコット
キャラクター・すだちくんと、ご当地お笑いタレントのセ
カンドストーリー長谷川さんを招くことができました。
ローカル番組でとても人気がある方達に会えたことで、
利用者さんのテンションも高かったと思います。
　11月14日に実施して4ヶ月が経とうとしていますが、未
だに利用者さんが「楽しかったなー。またしような」と言っ
てくれています。

つくしんぼ作業所　広島県広島市にある「つくしんぼ作
業所」です。小さな生活介護の事業所で、現在は１６名の
メンバーさんが利用されています。
　今回の応募の動機は、広島県のサポートセンターさ
んからの案内状でした。私たちが普段行っているアート
活動は、季節ごとの創作をしたり絵具を使って自由に
描いたり、職員主導で行うことばかりで、なかなかメン
バーさんから「やりたい！」という気持ちを引き出すこと
ができておらず、みんな楽しいのだろうか？やらされて
いるだけなのではないか？これを続けてメンバーさんの
好きなことを増やす手助けになるのかな？と不安になっ
ていました。そんなときにちょうど案内をいただきまし
て、何かのきっかけになればいいなと思い応募させて
いただきました。
　ほぼ知識ゼロからのスタートで、周りの助けも期待で
きない環境でしたのでとにかく不安でしたが、パスレル
さんと気軽に連絡ができるという安心感から、気持ちも
前に向けるようになり、広島県のアートサポートセンター
さんの力をお借りしてなんとか方向が固まり、実現する
ことができました。
　活動内容としましては、“やらされている”感じではな
く、メンバーさんが自主的に動ける、自分のやりたいこと
で前に出られるようなアート活動をしたったので、ダンス
や演劇など体でアートを表現する玖島雅子先生をお呼び
し、「バリケードダンス」のワークショップを行いました。
　地域の集会所をお借りし、まずは長机をバリケードの
ように積み上げて、それに色を染み込ませたトイレット
ペーパーや毛糸などをみんなで思いっきり投げたり、事
前に描いていた自分が将来住みたい家の絵を飾り付け
したりして、カラフルなバリケードハウスを作りました。そ
して、先生に引っ張っていただきながら全員で踊ったり、
一人一人が即興で踊ったりして、最後はみんなで思いっ
きり壊して終了しました。
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とで地域のみなさんとも繋がりが持てましたし、保護者
の方からも「こういうこともやってみたい」といった声も
いただきました。今後は「挑戦する」ということを年間行
事の中に入れていけたらいいなと思っています。

えすぱす　みなさんのお話をお聞きしまして、同じような
悩みを抱えておられたんだなということを感じました。企
画を決めるまでのところは、特に夏休みに入ってしまうと
時間がなくて難しかったですね。
　他のスタッフに助けられた部分が大きかったですが、
この事業に応募しなければなかった苦労なのかなと
思ってしまうときもありましたし、「なんか申し訳ない」と
思う気持ちが先に立ってしまって頼みにくいこともありま
した。ただ、パートさんなども含めて職員全員が同じテン
ションで働いているのではないと考えるなかで、取り組
みの準備や当日において「この職員は、こんなに情熱を
持っていたんだ」という大きな発見もありました。

—えすぱすさんが仰られたように「申し込まなければ、
こんなしんどさはなかったんじゃないか」というのは、そ
の通りだなと思います（笑）
　今回やってみて思ったのは、企画を考えるまでが大変
だったという方が結構いらっしゃったなということです。
この「ファーストステップ」というのは、正直どんな企画を
やっていただいても構わないんです。企画当日の結果よ
りも、それまでの「企画をどうする？」とか「依頼はどのよ
うにするのか？」といったノウハウの部分を経験していた
だくことがこの事業の大事な部分だと思っています。
　私自身もそうなんですが、日々支援をしていますと、企
画のこととプラスして、「利用者さんが喜ぶかな？」とか、

「あの利用者さんがこれをやったら、状態が良い方向
に向くんじゃないかな？」といったことも考えないといけ

ないと思うんです。ただ、二つのことを考えるから、難しく
なってしまっているのかなとも感じます。
　では、今回、知り合いではないアーティストをお呼び
した方にお聞きしたいですが、依頼をするときは、しんど
かったですか？

ゆずぽっぷ　そうですね。自分でメールを打ちながら「ご
活躍されているアーティストに、こんなメールで突撃して
いいのかな？」と思っていたんですが、パスレルさん丁寧
に添削していただいて送ることができまして、それに対
してアーティストさんからお返事が来たときは本当に感
動しました。こういうやり方でできるんだなと思いました。

—メールは、アーティスト目線で「こういう情報が欲し
い」という添削を行いましたね。
　知り合いではないアーティストさんへメールを送って
みて、壁って意外と高くなかったんだなと感じたり、新し
い繋がりが生まれていくのは、このファーストステップの
醍醐味かなと思います。つくしんぼ作業所さんはいかが
ですか？

つくしんぼ作業所　広島県のサポートセンターさんが、
とても親身になって相談に乗ってくださり、そこから連絡
を取ってもらいました。ただ、企画書を出さないといけな
かったのですが、企画書なんて書いたこともなかったで
すし、書いて送っても「何がやりたいの？」といった感じで
思いは伝わらず･･･（笑）最終的には実際にお会いして
しっかり話をしてまとまった、という形でした。
　アーティストは違う世界にいる方で、とにかく怖いよう
なイメージを持っていたんですが、そんなことはなくて、
すぐに受け入れてくださって、やりたいこともすぐに理解
してくださいましたね。

淡島学園　私たちの場合、以前来ていただいたことがあ
る講師の方でしたが、今回は利用者さんに見せるだけで
はなく、踊りを教えてほしいという企画でしたし、利用者さ
んの中には重度の方もいれば自閉症の方もいます。講師
の方がハードルを高く感じてしまうのではないかという不
安はありました。ただ、最終的には当たって砕けろの気持
ちで依頼をしたのが良かったのかなと思います。
　講師の方には、打ち合わせのときに施設内見学をし
ていただきました。そして、どういった状態の利用者がい
るかを知っていただいた上で、選曲などの参考にしてい
ただきました。当初は華やかな曲が良いなど、いろいろな

なりました。
　スケジュールが押し迫ってくる中で紆余曲折ありました
が、今回はプログラミング言語のスモウルビーを用いた
活動を主催する方を講師として招くことに決まりました。
　当日は、本体やモニター、キーボードやマウスなどが
どんな風に繋がっていくかというところから分かりやす
く説明してくださり、すごく集中してやっている子がいた
り、「この子は興味がないだろうな」とこちらが勝手に思
い込んでいた子が、すごく反応が良かったり、いろんな
発見がありました。
　スタッフの足並みを揃えるという点においては、全員
で第一歩を踏み出し、一緒に進めていこうと思うとなか
なか進めなくて、ある程度進んだところで共有すれば良
い反応を示してくれるので、なかなか理想通りにはいか
ないものだなと実感しました。
　また、アートに対して自分の中に障壁があり、他の人
も同じように感じていて、でもその度合いにはかなり違
いがあるんだなと感じました。ただ、取り組みの最後に
講師の方が「今の時代、この国では何もしなくても食べ
ていける子たちが多いけど、自分が興味を持ったことが
他の人に価値を与えることがある。そうなるものとして誰
かに刺さればいいのではないか」というようなお話をし
てくださいまして、今回の取り組みを行って良かったの
ではないかと思いました。

—みなさん、ありがとうございます。それぞれの事業所
がどんな取り組みを行ったのか、共有できたでしょうか？
　この事業は何を行うかは決まっておらず、事業所が主
体となって考えることを重視して取り組んでいただきまし
た。企画をするまでのしんどさや、産みの苦しみもあった
ようですが、改めてその点はいかがでしたか？

ゆずぽっぷ　本当に忙しい時期に重なっていたので、も
う「どうしよう！どうしよう！」みたいな感じでした。他のス
タッフに一緒に考えてもらうのを申し訳なく感じて、結局
は自分1人で考えましたが、終わってみるとやっぱりその
点はとても残念だったなと感じます。
　私自身、企画を終えたときに大きな感動と達成感を
感じられまして、この気持ちを他のスタッフとも共有した
かったなと思ったんですね。どんなに忙しくても、ほんの
少しでも一緒に考えてもらったら良かったなと。そのとき
の状況のせいにはしていられないなと思いました。

淡島学園　一部の利用者さんが楽しめることよりも、利

用者さん全員、重度の方も一緒に楽しめることをしたい
と考えていたので、企画内容を考えることが一番大変で
した。みんなの意見を知るために行ったことは、フラダン
スをはじめとするいろいろなパフォーマンスのイラスト
を見せて、利用者さんから多数決を取る方法です。重度
の方もある程度の意思表示をしてもらえるので、企画を
決めるときに役に立ちました。
　また、会議ではなかなか意見が出づらいので、普段の
職員同士の会話の中でみんなにアドバイスを求めるこ
とも多かったです。県とコラボするアイデアについては、
若手スタッフがウェブで見つけて教えてくれました。うち
の職場の平均年齢は高めで、「今までこうしてきた」とい
う前例がベースにあり、若手スタッフの意見がなかなか
言い出しづらかったり、今までの流れに従ってやってしま
う面も多いのですが、今回、私がみんなに協力を仰ぎな
がらやっている様子を見て、若手スタッフもそれぞれに
心配してくれたり、興味関心がある部分で積極的に参加
してくれたのは、一つの発見だったかなと思います。

つくしんぼ作業所　うちの事業所は、何か企画をすると
きは一人の職員が行うことが恒例となっており、特に忙
しい時期だったこともあって周りの職員を巻き込むこと
ができませんでした。他の業務と並行しながら一人で準
備をするのは本当にしんどかったです。
　当日は、講師の方から「職員さんも楽しんでください」
と言われていたので、私は結構楽しんだのですが、他の
職員さんはやはり利用者さんのフォローに回っていたの
で「楽しむ」ということまでは共有できなかったかなと思
います。

チャイルドハウスひなたぼっこ　うちもスタッフを巻き込
むのはなかなか難しく、企画内容を考える時間がなくて、
そこから広げていくような話し合いもできない状態でし
た。自分一人で抱えてしまっているのが苦しく、かといっ
て他のスタッフの仕事をこれ以上増やすのもいけない
し…、と思いながら企画を進めてきました。
　ただ、そうした中でありがたかったのが、パスレルさん
が来てくださったときに「そんなに難しく考えないで、子
どもたちが日頃やりたいけどできないことを企画にす
ればいい」と言ってくださったことです。
　光市は子どもの遊び場が少なく、事業所の近くにある
公園も大きな声を出してはいけないので、なかなか外遊
びができない状況でした。そこから出てきた企画が竹の
ジャングルジムだったんです。今回、取り組みを行ったこ
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メタバースという単語を頻繁に耳にす

るようになってきた。オンラインゲーム

では10年以上前から世界中で楽し

まれてきている。一方で、あまりにも没入しすぎ

て寝食を忘れ、依存状態になる人もいる様だ。

香川県では「香川県ネット・ゲーム依存症対策

条例」が施行されたことは記憶に新しい。

　オーストリア出身の哲学者イヴァン・イリイ

チが1973年に出版した著書「コンヴィヴィアリ

ティのための道具」では、人は人が作った道具

（この場合、制度や技術など幅広い意味を持

つ）に支配されてはならず、人は道具を使う側

に居ることが、我々が生き生きと自発的かつ創

造的に共に生きていく術であると説く。いまこ

の著書があらためて注目されている背景には、

猛スピードで常に更新され続けている人と人、

人と物の関係性の在り方に人々は戸惑い不

安定でいることもあるだろう。かつては街中の

表裏にあった様々な場やコミュニティは、いま

ではメタバースも含む多様な場やインターフェ

イスが存在していて選択肢は一昔前よりも格

段に増えている様に感じるが、なぜか孤立や

孤独というワードを耳にしない日は無い。我々

が新たに目にするコミュニティは共に生きる為

のコミュニティなのか、それとも資本主義などの

道具の肥やしでしかないのか。私はそのどちら

の可能性も含むと思っている。つまり使い方

次第ということだ。

　アートの場合、表現する人の表現の表出を

取り持つ構成要素をメディウムと云い、そのメ

ディウムが複数の要素で構成されて鑑賞者へ

伝える媒介となるものをメディアと云う。水彩

画、木彫、テキスタイル、音楽、ダンス、これら全

てはメディアである。そしてメタバースも一つの

メディアにもなり得る〝メディウムの複合体〟で

ある。一方で近年では、メディウムを特定しな

いアートプロジェクトも多くなってきている。さら

にその先に、アートの専門家ではない多様な

属性や専門性の人々が集まって社会課題や

コモンズに向き合うアートコレクティブという動

きも出てきている。ここまでくると、障害者芸術

文化活動の中でよく耳にするアールブリュトの

概念にも通底する部分もあるが、しかしそれは

大きく異なりアップグレードされているのは活

動の中に「共に生きる」を内在しているという

ことである。

　パスレルでは共に生きるための道具（コンヴ

ィヴィアリティのための道具）としてメタバース

プロジェクトに取り組み始めた。しかしこの道

具を使いこなすには、加入儀礼がたいへん複

雑であり、専門家か突出したオタクの協力を

手放すことは出来ない事が今年度の事業を進

めていく中で明確にわかった。これは悪い意

味ではない。多様な属性や専門性をもつ人々

が手を取り合う関係性を築くためにむしろこの

複雑さはプラスの要素に働かせることが可能

だ。我々はどうしても効率性の上で同じ考え方

や属性を持つグループに集まったり囲んだりし

て、界隈を作ってしまう。しかし社会とは多様で

異なる属性の人々が遊動する共異体として理

解した方が自然ではないだろうか。その上で、

メタバースをユニバースの中で使うことも可能

なのだ。このプロジェクトを貫徹しようと、新た

な関係性の中で四苦八苦する事が共に生き

ることでもある。そうして立ち上げるメタバース

内でのワールドでは、障害の有無は関係なく、

誰もがアバターを通して体験しコミュニケート

する。ユニバースでは生きづらさを感じている

人でも新規の関係性が構築できる。アバター

の操作さえできれば、現実では身体に障害が

あってもメタバースでは自由に移動できる。こう

した人々が新たな活動を始めたり共同で創作

したりすることもできる。そう、煩雑な加入儀礼

さえクリヤーすれば、できることは沢山ある。障

害は社会が作っているという考え方がある。し

かしここにはまだ社会は存在せずヘテロトピア

のみが存在する。つまりここでの障害とは誰に

とっても単なる課題にしかすぎない。どうにでも

なりうるヘテロトピアに価値の始原を見出し、

それをプロジェクトとして構成し、とにかくやっ

てみる。パスレルがメタバースという概念を使

って目指すのは、今まで無かった出会いと創作

の場をつくろうとする事で、共に生きるための

関わりしろを今よりも増やすということだ。

意見がありましたが、重度の方がいらっしゃるのでスロー
テンポで、尚且つ日本語の歌詞であればより伝わりや
すいのではないか、という感じで深く打ち合わせをさせ
てもらいました。

—では、最後に改めて今回本事業に参加してみての
感想をお願いします。
　また、今後同じような事業に応募する際、あるいは、自
分たちの事業所でアート活動を企画する際にあると嬉し
いフォローアップがあれば教えてください。

ゆずぽっぷ　何か行き詰まったときに相談できる場所が
あると嬉しいなと思いました。また、今回こちらの座談会
に参加させていただいて、他の事業所さんのお話を聞く
のはすごく役に立つなと思いましたので、取り組み中に
もそういう機会があるといいですね。

淡島学園　外部の方を巻き込んで企画をするというの
は、施設内だけではできない経験が得られると感じまし
た。ぜひ若手のスタッフにも経験してもらいたいです。

チャイルドハウスひなたぼっこ　山口県にもサポートセン
ターができるといいなと思うんですが、自分達ができる
こととして、子どもたちの作品をいろんな人に見ていた
だく、そして、それを伸ばしていける場をどんどん積み重
ねていければいいなと思っています。
　また、今回の経験を通してですが、早めにお知らせ
をしていたら保護者の方ももっとたくさん参加していた
だけましたし、場所を限定しなければより大きな企画の
アート活動もできるのかなと思いました。
　子どもたちにとっては、講師の方やパスレルさんと
いった、外部の方とのコミュニケーションの場にもなりま
したので、そういった面でも良かったと思っています。

えすぱす　アート活動に対して自分の中では確かに
ハードルが下がったなと思っていて、今回は繋がりがな
い方に向けてのメールの書き方などをスキップしてし
まったので、次に取り組む機会があれば、そういったとこ
ろでパスレルさんにアドバイスをお願いしたいです。
　また、自分一人で悩まなくても、きっと周りの職員た
ちも同じようなスタンスで、同じようなことを考えながら
やっていて、足並みを揃えていくことも自分が決められ
るものではないんだな、ということが分かりました。長い
目で見たときに結果として良かったなと思える取り組み
を、これからも進めていきたいと思います。

つくしんぼ作業所　パスレルさんは「とにかく事業所主
体でやりましょう！アドバイスが欲しかったらいつでも聞
いてください」というスタンスでいてくださったと思うん
ですが、遠慮して相談しにくい部分もあったかなと感じ
ます。定期連絡制度のようなものがあれば、そこに照準
を合わせて相談ができて、よりスムーズに決められたか
もしれないなと感じます。

—ありがとうございます。本当にその通りですね。自
由すぎると不自由というか、企画がなかなか決まらない
ところがあったのかなと思います。
　みなさんのお話を聞いていて思ったのは、それぞれに
しんどかったときがあったんだなと。その中で、みなさん
を突き動かしていたのは、「利用者さんが喜ぶために頑
張ろう」とか、「保護者のために頑張ろう」という思いだっ
たのかなと思います。
　来年度、事業に参加される方もみなさんと同じようなし
んどさを共有するのかなと思いますが、こうしたら成功で
きますよという虎の巻を渡さないのがファーストステップ
のいいところなのかなとも考えています。
　今後もみなさんにその後の活動の継続などについて
お聞きするかもしれません。これからもよろしくお願いい
たします。今日はありがとうございました。
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　1つの基盤をきれいに処理するのに約10
分かかります。外した基盤の部品で観客席
を作るのですが、全て手作業で行うため、基
盤を丸く切るのも線を引くのも難しく、何と
言っても手が痛い。それでもコツコツ制作を
続け、やがて出来上がりが見えてくると、作
成に携わっていなかった他の作業仲間の人
たちも関心を示してくれるようになりました。
　そして作業の中からネジ人間の野球選手
も誕生します。観客席にはネジ人間を座ら
せようというアイデアが生まれ、野球場作成
班とは別でネジ人間班が結成されました。
徐々にネジ人間で観客席が埋まってくると、
ネジ人間の表情がどんどん豊かに変わり始
めました。仲間同士で出来上がったネジ人
間を見せ合い、お互いに刺激をしあいなが
ら、独創的なネジ人間が出来上がりました。
　そうして、野球盤は青い空のみんなで意
見を出し合い、失敗を重ねながらなんとか
完成させることができました。作成にはのべ
3か月を費やしました。

　『Blue Sky Stadium』プロジェクトは、
NPO法人 脳損傷友の会高知青い空（以
降：青い空）の活動から制作された「野球
盤」という作品をメタバース化したもので
す。青い空は事故などの後遺症で「高次脳
機能障書」を抱えている方々やその他の障
害のある方々の就労や生産活動の場を提
供しており、機械類の解体などの様々な活
動を通じて、知識と能力の向上に必要な訓
練を行っています。こういった作業から出る
廃材を廃棄するのではなく、素材（マテリア
ル）としてリユースやアップサイクルするこ
とにも取り組んでいます。
　球場の芝生やフェンスは、機械について
いる基盤を使っています。基盤には様々な
部品が付いているため、一つ一つ部品を取
り除く必要がありますが、これが時間のか
かる作業でした。

野球盤ができるまで

Blue Sky Blue Sky 
Stadium

プロジェクト名：Blue Sky Stadium
リアル作品名：野球盤、ネジ人間
リアル作品作者：特定非営利活動法人 脳損傷友の会高知青い空
制作年：2022年～2023年
リアル作品素材：ミクストメディア
メタバース制作：特定非営利活動法人 MORILAB
公開日：2023年12月26日（火）

https://cluster.mu/w/b796adf2-a7e9-4ff9-9b82-217fa7d44825

パスレル メタバースプロジェクト 第1弾

※Blue Sky Stadium・Blue Sky Zooへの入場には、無料アプリ「cluster」のダウンロードが必要です。 
アプリのダウンロード、ユーザー登録をした後に、スマートフォンであればQRコードのスキャン、PC・タ
ブレットであればURLより入場し、メタバース空間を楽しむことが出来ます。
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プロジェクト名：Blue Sky Zoo
リアル作品作者：あっくん、大江泰喜、かっちゃん、
島田國光、しんくん、だいくん、K、Kaito、
K.M、りおん、みーちゃん、メレンゲクッキー
メタバース制作：特定非営利活動法人 MORILAB
公開日：2024年3月21日(木)

https://cluster.mu/w/3c464b85-0bcd-42f0-bb67-0da86d2a77ec

パスレルメタバースプロジェクト第2弾で
は、動物をテーマに公募を行いました。集
まった16作品を3Dスキャンして、作者と鳴
き声を考え、動物の動きを「ぐるぐる」「はね
る」「こそこそ」「とびまわる」など、いくつか
のシンプルな動作のパターンの中から選
び、シンプルな動きで動物らしさを表現でき
ないかを挑戦しました。

動物園の動物たち

Blue Sky Blue Sky 
Zoo

パスレル メタバースプロジェクト 第2弾

ローユレ
作者：メレンゲクッキー
素材：粘土 辰作者：K

.M
.

素
材
：
グ
ル
ー
ガ
ン就労継続支援B型事業所

青い空が生産活動としておこ
なっているガスメーターの解体
作業で出る廃材（マテリアル）を
使い、K氏が制作しました。

5年くらい前に作ったものを
新しく作り直しました。ティッ
シュを丸めて中綿にし、それ
に色紙をテープで固定して
表情も作っています。優しい
性格だそうです。

作者：大江泰喜
素材：ティッシュ、色紙、油性マジック
ペン、セロテープ

5年くらい前に作ったものを新
しく作りました。中綿がわりの
ティッシュを色紙で包み、セロ
テープで固定しています。にっ
こり笑う口もとと、くるりんとし
たしっぽがかわいいです。ブタ
の貯金箱がモデルなので、お
金を貯めたい性格だそうです。

雪だるま
作者：かっちゃん
素材：紙粘土

♪ゆっきだーるま♪っ
て歌いながら跳ねる

龍 作者：K.M.
素材：セロハンテープ

セロハンテープを幾重にも貼りつけ
て形づくった作品。龍の全身をまとう
ウロコや、つめ、ひげなど細部に至る
まで作り込んでいます。一度発表済
みの龍の作品へさらに貼り重ねて手
を加えるかたちで完成しています。

鉄ドリ
作者：K
素材：ネジ、真鍮、銅線、ガラス

ブタ 作者：島田國光
素材：段ボール、色紙

乗り物が好きで、趣味で戦車やクラ
シックカーを段ボール紙と色紙など
を使用して造形されていた作家さん
による作品。他にも昆虫採集（カブト
ムシ、クワガタ、蝶、てんとう虫）、戦車
やクラシックカーなどを制作。支援員
によると、本人が好きな乗り物を作っ
ている時が一番楽しそうとのこと。

ダンボールやセロテープなど身近な素材
を使って制作。普段は建物やキャラクター
を作っていますが、ある日唐突にカタツムリ
が出現していました。形が面白かったのか、
実際に見かけたのか。もう一体作ると気が
すんだようで、また建物やキャラクターを
作っていました。

カ
タ
ツ
ム
リ
作者：大江泰喜
素材：ダンボール、油性マジックペン、超透明テープ

砥部動物園の
マレーバク

ピ
ン
ク
の
ぶ
た
ち
ゃ
ん

前日に作ったネコの妹用を作るうち
に、自分用の犬（ネコの友だち）が欲し
くなり、犬を作りました。前日のネコは
一人で作りましたが、今回は支援員に
手伝ってもらいながら制作。普段は恥
ずかしがったり、難しい（できない）と
決めてしまい取り組めなくなることが
ありますが、自分で作った達成感とみ
んなに褒めてもらえたことが自信とな
り、また作ることができました。

犬のわんちゃん
作者：みーちゃん
素材：紙（新聞、折り紙）

作者：Kaito
素材：ブロック

先生と2人でどっちのドラゴンの
方がかっこいいか競い合って作
りました。もちろん、このドラゴン
の方が羽を広げて今にも飛びた
とうとしていてかっこいいです。
どこまでもとんでいけます。

粉
骨
砕
身浮き輪

（アシカとセット）
作者：だいくん
素材：紙粘土

ゴールド
キャット

お母さんがアレルギーで飼えないから
と制作した大好きなネコの『マイペッ
ト』。新聞とチラシを使い分け、部位に
よって折り方や丸め方を変え、考えなが
ら作ることができました。数日は事業所
に飾る予定でしたが、『マイペット』なの
で自宅に連れて帰られました。

み
み
ー
ち
ゃ
ん

作者：りおん
素材：紙（新聞紙、折り紙）

アシカ
作者：だいくん
素材：紙粘土	

作者：しんくん
素材：紙粘土

作者：大江泰喜
素材：ティッシュ、色紙、
油性マジックペン、セロテープ

トナカイ
作者：かっちゃん
素材：紙粘土

トナカイの餌
作者：あっくん
素材：粘土、フェルト

森の動物たちの餌の「栗」。
時々、動物が食べます。
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ブロック会議
①第1回ブロック会議（オンライン開催）

日時 ：令和5年4月27日（木）10:00∼11:50
参加者：支援 C 11名 行政7名 厚生労働省1名

②第2回ブロック会議（オンライン開催） 

日時 ：令和5年7月25日（火）10:00∼11:50
参加者：支援 C 6名 行政3名

③第3回ブロック会議（ハイブリット開催）

日時 ：令和5年11月28日（月）13:00∼14:50
参加者：支援 C 7名 行政5名

④第4回ブロック会議（オンライン開催）

日時 ：令和5年3月7日（木）13:00∼14:50
参加者：支援 C 6名 行政4名

ブロック研修会
①人材育成で抑えておきたいポイントと協働による人材育

成について（オンライン開催）

 日時 ：令和5年7月25日（火）
 講師 ：渡邉めぐみ 氏、櫻井香那 氏（NPO 法人ドネルモ）
 参加者：支援 C 7名

②アムステルダムにおける社会・アート・福祉について（ハイ

ブリット開催）

 日時 ：令和5年11月28日（月）15:00∼17:00
 会場 ：岡山県立図書館サークル活動室
 講師 ：佐藤麻衣子 氏（アートエデュケーター）
 参加者：支援 C 7名 行政5名

③支援センターができる情報発信について考える( オンラ

イン開催 )

 日時 ：令和6月3月7日（木）10:00∼12:00
 講師 ：森 隆一郎 氏（合同会社渚と代表社員）
 参加者：支援 C 5名 行政7名

ふらっとFlat
中国・四国エリアはブロック内の県が多く（9県）、各県へのア
クセスにも時間がかかる。気軽にコミュニケーションをとるた
めに、Zoom によるオンラインミーティングを開催しています。

①第1回ふらっとflat（オンライン開催）

日時：令和5年6月7日（水）10:00∼11:50

②第2回ふらっとflat（オンライン開催）

日時：令和5年10月16日（月）10:00∼11:50 

③第3回ふらっとflat（オンライン開催）

日時：令和6年2月7日（水）10:00∼11:50

その他の取り組み
メ
タ
バ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
思
う
こ
と

　今年度パスレルでは、発表および鑑賞機会の拡張などを目的に、メタバース

内において『Blue Sky Zoo』というプロジェクトを展開した。『Blue Sky Zoo』で

は、中国・四国ブロックの福祉事業所を対象に動物をテーマにした作品を募

集し、全16作品の個性豊かな動物たちが、メタバースという仮想空間内に作ら

れた動物園に集結した。それぞれの作品は、作者自身が音声を吹き込んで制

作した鳴き声と共に、ぐるぐると旋回したり、空を飛んだり、水中に潜ったりと作者

と一緒に考えたアクション付きで園内を動き回っている。

　メタバース内における『Blue Sky Zoo』プロジェクトの当初の目的は、障害者

芸術文化活動における発表および鑑賞機会の拡張だったが、メタバース内で

の体験は単に作品を発表したり鑑賞したりすること以上の『何か』があることに

気がついた。それは、制作した作品がメタバース内で生きていることに対する

作者の「驚き」であり、作品を見たご家族を含む鑑賞者の側に惹起される「喜

び」であり、また作者と鑑賞者あるいは鑑賞者どうしが共に作品を見たときに生

じる愛のある「笑い」が存在する。現実世界とも単なるオンラインとも異なる『何

か』がメタバース空間内には確かに存在していた。

　昨今の我が国では、共生社会の実現に向けさまざまな取り組みが行われて

いる。共生社会とは、多様な人々や集団が共に生き、協力し、互いに尊重し合う

社会のことである。その核心は、共感を通じた感情の共有であり、他者の経験

や思いに共感することだと私は思っている。『Blue Sky Zoo』の作品の動きや

鳴き声は“いい意味でリアルではなく”より鑑賞者の想像力をより搔き立て、共感

を深めるために一役買ってくれている。

　メタバース空間内では作者も鑑賞者も、『アバター（自分自身の分身）』を介

して現実世界とは別の自分になって場や他者とのコミュニケーションを楽しむこ

とができる。つまり、メタバース空間内に存在する自己からは、共生社会を阻む

要因となりうる障害の有無、年齢、性別等の要素が削ぎ落とされている。そのよ

うな背景から、メタバース空間内では「作者」と「鑑賞者」の枠組みを超え、共

に驚き、喜び、笑い合うことのできる共生の場が構築できたのではないかと考え

ている。この『アバター』の概念こそが、現実世界とも単なるオンラインとも異なる

『何か』の正体であり、試験的な取り組みによって得られたこのポジティブな影

響は、共生社会の実現に向けたヒントになるのではないかと考えている。

エ
ピ
ロ
ー
グ

中国・四国Artbrut Support Center passerelle
センター長　　 
岡村 忠弘
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厚生労働省 令和5年度障害者芸術文化活動普及支援事業 

中国・四国ブロック 障害者芸術文化活動広域支援センター

『中国・四国 Artbrut Support Center passerelle』
センター長：岡村忠弘
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